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未
来
に
対
応
す
る
拡
張
性

 
新
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
展
望

　
沖
縄
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
え
る

要
所
の
ひ
と
つ
、那
覇
空
港
新
国
際
線
旅
客
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
（
以
下
「
新
ビ
ル
」）
の
運
用
開
始

か
ら
、
５
カ
月
が
経
過
し
た
。

　
新
ビ
ル
の
延
床
面
積
は
２
万
３
４
５
０
㎡
で
、

旧
ビ
ル
の
３
・
６
倍
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
カ
ウ
ン

タ
ー
は
20
ブ
ー
ス
、出
国
手
荷
物
検
査
は
４
ブ
ー

ス
、
搭
乗
待
合
室
は
総
計
約
５
０
０
席
と
い
ず

れ
も
倍
増
し
、
空
港
内
店
舗
数
は
３
倍
増
の
９

店
舗
に
。
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
ブ
リ
ッ
ジ
（
ビ
ル
と

旅
客
機
を
つ
な
ぐ
搭
乗
橋
）
も
４
基
新
設
さ
れ
、

複
数
の
航
空
会
社
が
共
同
利
用
で
き
る
「
共
用

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
シ
ス
テ
ム
」の
採
用
な
ど
、規
模
・

設
備
と
も
に
大
幅
に
拡
充
さ
れ
た
。

　
那
覇
空
港
の
国
際
線
に
は
現
在
、
航
空
会
社

11
社
が
ア
ジ
ア
７
都
市
か
ら
乗
り
入
れ
て
い
る
。

国
内
線
を
加
え
る
と
滑
走
路
１
本
で
は
限
界
に

近
い
た
め
、
第
二
滑
走
路
の
建
設
も
進
行
中
だ
。

「
新
ビ
ル
の
特
徴
は
拡
張
性
の
高
さ
で
す
。
５
年

後
に
第
二
滑
走
路
が
完
成
す
る
時
点
で
国
際
線

と
国
内
線
を
連
結
す
る
施
設
が
建
つ
と
、
新
ビ

ル
の
さ
ら
な
る
増
床
と
機
能
拡
充
が
可
能
に
な

り
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
那
覇
空
港
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
株
式
会
社
の
事
業
部
企
画
課
長
、
仲
里
求

さ
ん
。
連
結
施
設
が
実
現
す
れ
ば
国
内
・
国
際

線
合
わ
せ
て
年
間
最
大
２
０
０
０
万
人
も
の
乗

降
客
へ
の
対
応
が
可
能
に
な
る
そ
う
だ
。

　
全
国
で
空
港
の
統
廃
合
が
進
む
中
、
拡
張
を

続
け
る
那
覇
空
港
。今
年
３
月
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
チ
ャ
ン
ギ
空
港
と
県
が
相
互
協
力
連
携
協

定
を
締
結
し
た
が
、
仲
里
さ
ん
は
「
東
南
ア
ジ

ア
有
数
の
ハ
ブ
空
港
と
つ
な
が
り
、
誘
客
・
物

流
の
両
面
で
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
」
と
力
を

込
め
る
。「
５
月
に
は
国
内
・
国
際
線
間
を
15
分

間
隔
で
結
ぶ
無
料
バ
ス
も
運
行
開
始
し
ま
し
た
。

利
便
性
を
高
め
る
こ
う
し
た
取
り
組
み
も
さ
ら

に
進
め
て
い
き
ま
す
」
と
意
欲
的
だ
。

 

誘
致
の
次
は
満
足
度
向
上

 

見
え
て
き
た
今
後
の
課
題

　
と
こ
ろ
で
、
沖
縄
で
は
な
ぜ
こ
こ
ま
で
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
が
重
要
視
さ
れ
る
の
か
。

一
般
財
団
法
人
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以
下
「
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
」）
海
外
事
業

部
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長
の
玉
城
扇
さ
ん

は
こ
う
答
え
る
。「
沖
縄
の
観
光
客
数
は
、
復
帰

以
降
右
肩
上
が
り
で
順
調
に
伸
び
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
21
年
頃
か
ら
変
化
が
出
始
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
っ
て
日
本
の

人
口
が
減
少
傾
向
に
転
じ
、
国
内
市
場
が
縮
小

し
て
い
る
こ
と
が
原
因
。
つ
ま
り
、
海
外
市
場

に
打
っ
て
出
る
し
か
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
す
」

　
沖
縄
県
で
は
５
年
ほ
ど
前
か
ら
航
空
路
線
の

誘
致
活
動
に
注
力
。
平
成
26
年
度
に
は
「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
80
万
人
」
と
い
う
目
標
実
現
に
向

け
、
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
る
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
海
外
航
空
路

線
の
年
間
提
供
座
席
数
を
約
１
０
８
万
席
確
保
。

平
均
搭
乗
率
を
70
％
と
見
積
も
っ
て
も
、
直
行

定
期
空
路
だ
け
で
年
間
約
75
万
人
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
を
獲
得
で
き
る
計
算
に
な
る
。
こ
れ
に

ク
ル
ー
ズ
船
や
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
乗
客
数
を
加

え
れ
ば
、
目
標
達
成
は
か
な
り
現
実
的
だ
。

　「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
魅
力
に
は
ま

ず
、
消
費
額
の
大
き
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
」
と

玉
城
さ
ん
。「
沖
縄
を
訪
れ
る
日
本
人
観
光
客
一

人
当
た
り
の
平
均
消
費
額
が
約
６
万
７
０
０
０

円
な
の
に
対
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
約
９
万

６
５
０
０
円
（
空
路
の
場
合
）
と
い
う
調
査
結

果
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
支
払
い
で
消
費
額
が
上
が
る
傾
向
も
あ
り
、

カ
ー
ド
取
扱
表
示
を
し
て
い
る
店
舗
は
有
利
で

す
ね
。
ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
物
産
へ

の
波
及
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
沖
縄
の
知
名

度
が
上
が
る
こ
と
で
、
海
外
市
場
の
開
拓
が
し

や
す
く
な
る
の
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
一
方
、
沖
縄
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
を

伸
ば
し
て
い
く
に
は
、
多
言
語
対
応
、
空
港
や

港
か
ら
目
的
地
ま
で
を
結
ぶ
二
次
交
通
の
整
備

な
ど
、
課
題
も
ま
だ
ま
だ
山
積
み
だ
。「
今
後
は

沖
縄
を
訪
れ
た
際
の
満
足
度
向
上
を
図
る
た
め
、

受
け
入
れ
体
制
整
備
や
人
材
育
成
に
係
る
取
り

組
み
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
支
援
メ

ニ
ュ
ー
も
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
玉
城
さ
ん
。

　「
ま
た
、
県
と
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
で
は
、
業
種
や
規
模

に
関
係
な
く
誰
で
も
参
加
可
能
な
『
外
客
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
連
絡
会
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
理
解
を
深
め
る
い
い
機
会
に
な

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
」
と
の

こ
と
。
連
絡
会
参
加
を
き
っ
か
け
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
に
乗
り
出
し
た
企
業
も
あ
る
（
コ

ラ
ム
参
照
）。
好
機
を
と
ら
え
る
た
め
に
も
、
ま

ず
は
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
て
ほ
し
い
。

「 沖 縄 観 光 国 際 化
ビッグバン事業」の
一 貫として、香 港で
開 催 され た 博 覧 会
へ出展。沖縄観光と
リゾートウエディン
グの情報を発信した

平成26年1月にパ
リで 開 催 さ れ た

「the 16th Paris 
I n t e r n a t i o n a l 
Dive Show」に参
加。沖縄のダイビ
ング の 魅 力 に つ
いてアピールした

（一財）沖縄観光コンベンション
ビューローの玉城扇さん

左から斉藤圭祐さん、インバ
ウンド客対応に活躍する中
国人スタッフの邱さん

■ 訪沖外国人観光客の推移

　ダイビングショップ「マリンハウスシーサー」を運営する株式会社シー
サー。「外客インバウンド連絡会」（本文参照）への参加をきっかけに、
ホームページやパンフレットの多言語対応、グローバル人材の積極採
用、海外でのPR活動など、インバウンド客の誘致・受入体制を整備し、飛
躍的に業績を伸ばしているという。
　同社では、年間150人程度だったインバウンド客が、積極的に取り組
み始めた平成23年から急増し、25年は2,570人、そして今年は5,000
人に達する見込みとのことだ。事業開発課長の斉藤圭祐さんは「最近
の傾向として、旅費やホテル代を節約してアクティビティにお金をかける
若い世代のインバウンド客が増えている印象です。当社が目標として掲
げる『インバウンド客年間１万人達成』も現実味を帯びてきました」と話
す。なお、今年の夏は、英語と中国語が堪能なマレーシア出身のスタッフ
を軸にした８人のグローバル人材で対応する予定だという。
　「海外でのPR活動の一部を支援する『海外セールスコール支援』を
はじめ、『翻訳支援』や『Wi-Fi設置支援』など、OCVBによるインバウ

ンド客受入体制の支援メ
ニューを当社でも積極的
に活用しています」と斉藤
さん。観光客との接点があ
る事業者なら、活用しない
手はなさそうだ。

株式会社シーサー
多言語対応でインバウンドに一歩先行

來
來
琉
球（
Ｌ
Ｌ
Ｃ
合
同
会
社
）

沖
縄
に「
ま
た
来
た
く
な
る
」魅
力
を

中
国
語（
繁
体
字
）で
発
信

　「
來
來
琉
球
」は
、沖
縄
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

仕
立
て
の
中
国
語（
繁
体
字
）フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
。

台
湾
や
香
港
か
ら
訪
れ
る
旅
行
者
の
必
須
ア
イ

テ
ム
と
し
て
、支
持
を
集
め
て
い
る
。

　「
旅
の
満
足
度
と
再
訪
意
欲
を
高
め
る
た
め
、

穴
場
紹
介
も
含
め
て
幅
広
く
豊
富
な
情
報
を

網
羅
す
る
よ
う
心
が
け
、沖
縄
ら
し
い『
空
気

感
』の
表
現
、マ
ッ
プ
の
正
確
さ
に
も
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
す
」と
話
す
の
は
同
誌
の
発
行
元
、Ｌ
Ｌ
Ｃ

合
同
会
社
の
営
業
部
長
・
宮
内
み
ど
り
さ
ん
。

　
同
社
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
ニ
ー
ズ
や
傾
向

を
つ
か
む
た
め
、配
布
時
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
で
の
情
報
収
集
も
欠
か
さ
な
い
と
い
う
。

「
最
近
人
気
な
の
は
、『
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
』『
港
川

外
人
住
宅
』『
チ
ャ
ペ
ル
』『
ブ
ラ
ン
ド
肉
』な
ど
で

す
ね
」と
の
こ
と
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
は
、自
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言
語
化
に
よ
る
情
報
発
信
と

並
行
し
て
、外
国
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
案
内
板

と
い
っ
た
最
低
限
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
し
て
い
た
。

PickUp Company

今 年で 創 刊 6 年目に
なる「來來琉球」は1月
と7月の年2回、各5万
部 発 行 。那 覇 空 港 国
際 線ターミナル や 那
覇市観光案内所など
で無料配布中

宮内みどりさん（左）と通訳案内士の資格
を持つ台湾出身の李さん

ら
い
ら
い

PickUp Company

株式会社シーサー
那覇市港町2-3-13　☎098-941-2715（代表）

http://www.seasir.com/

LLC合同会社
☎098-988-9095
http://www.lailai-net.com

0

10

20

30

40

50

60

70
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（万人）

平成25年度の外国人観光客数は、過去最高の
63万人。内訳を見ても空路客44万人、海路客
19万人でともに過去最高となった

出典：平成26年度ビジットおきなわ計画

注：四捨五入のため、合計が一致しない場合がある
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式
会
社
の
事
業
部
企
画
課
長
、
仲
里
求

さ
ん
。
連
結
施
設
が
実
現
す
れ
ば
国
内
・
国
際

線
合
わ
せ
て
年
間
最
大
２
０
０
０
万
人
も
の
乗

降
客
へ
の
対
応
が
可
能
に
な
る
そ
う
だ
。

　
全
国
で
空
港
の
統
廃
合
が
進
む
中
、
拡
張
を

続
け
る
那
覇
空
港
。今
年
３
月
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
チ
ャ
ン
ギ
空
港
と
県
が
相
互
協
力
連
携
協

定
を
締
結
し
た
が
、
仲
里
さ
ん
は
「
東
南
ア
ジ

ア
有
数
の
ハ
ブ
空
港
と
つ
な
が
り
、
誘
客
・
物

流
の
両
面
で
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
」
と
力
を

込
め
る
。「
５
月
に
は
国
内
・
国
際
線
間
を
15
分

間
隔
で
結
ぶ
無
料
バ
ス
も
運
行
開
始
し
ま
し
た
。

利
便
性
を
高
め
る
こ
う
し
た
取
り
組
み
も
さ
ら

に
進
め
て
い
き
ま
す
」
と
意
欲
的
だ
。

 

誘
致
の
次
は
満
足
度
向
上

 

見
え
て
き
た
今
後
の
課
題

　
と
こ
ろ
で
、
沖
縄
で
は
な
ぜ
こ
こ
ま
で
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
が
重
要
視
さ
れ
る
の
か
。

特集

加
速
す
る
O
K
I
N
A
W
A

　
　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス

一
般
財
団
法
人
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以
下
「
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
」）
海
外
事
業

部
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長
の
玉
城
扇
さ
ん

は
こ
う
答
え
る
。「
沖
縄
の
観
光
客
数
は
、
復
帰

以
降
右
肩
上
が
り
で
順
調
に
伸
び
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
21
年
頃
か
ら
変
化
が
出
始
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
っ
て
日
本
の

人
口
が
減
少
傾
向
に
転
じ
、
国
内
市
場
が
縮
小

し
て
い
る
こ
と
が
原
因
。
つ
ま
り
、
海
外
市
場

に
打
っ
て
出
る
し
か
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
す
」

　
沖
縄
県
で
は
５
年
ほ
ど
前
か
ら
航
空
路
線
の

誘
致
活
動
に
注
力
。
平
成
26
年
度
に
は
「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
80
万
人
」
と
い
う
目
標
実
現
に
向

け
、
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
る
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
海
外
航
空
路

線
の
年
間
提
供
座
席
数
を
約
１
０
８
万
席
確
保
。

平
均
搭
乗
率
を
70
％
と
見
積
も
っ
て
も
、
直
行

定
期
空
路
だ
け
で
年
間
約
75
万
人
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
を
獲
得
で
き
る
計
算
に
な
る
。
こ
れ
に

ク
ル
ー
ズ
船
や
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
乗
客
数
を
加

え
れ
ば
、
目
標
達
成
は
か
な
り
現
実
的
だ
。

　「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
魅
力
に
は
ま

ず
、
消
費
額
の
大
き
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
」
と

玉
城
さ
ん
。「
沖
縄
を
訪
れ
る
日
本
人
観
光
客
一

人
当
た
り
の
平
均
消
費
額
が
約
６
万
７
０
０
０

円
な
の
に
対
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
約
９
万

６
５
０
０
円
（
空
路
の
場
合
）
と
い
う
調
査
結

果
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
支
払
い
で
消
費
額
が
上
が
る
傾
向
も
あ
り
、

カ
ー
ド
取
扱
表
示
を
し
て
い
る
店
舗
は
有
利
で

す
ね
。
ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
物
産
へ

の
波
及
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
沖
縄
の
知
名

度
が
上
が
る
こ
と
で
、
海
外
市
場
の
開
拓
が
し

や
す
く
な
る
の
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
一
方
、
沖
縄
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
を

伸
ば
し
て
い
く
に
は
、
多
言
語
対
応
、
空
港
や

港
か
ら
目
的
地
ま
で
を
結
ぶ
二
次
交
通
の
整
備

な
ど
、
課
題
も
ま
だ
ま
だ
山
積
み
だ
。「
今
後
は

沖
縄
を
訪
れ
た
際
の
満
足
度
向
上
を
図
る
た
め
、

受
け
入
れ
体
制
整
備
や
人
材
育
成
に
係
る
取
り

組
み
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
支
援
メ

ニ
ュ
ー
も
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
玉
城
さ
ん
。

　「
ま
た
、
県
と
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
で
は
、
業
種
や
規
模

に
関
係
な
く
誰
で
も
参
加
可
能
な
『
外
客
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
連
絡
会
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
理
解
を
深
め
る
い
い
機
会
に
な

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
」
と
の

こ
と
。
連
絡
会
参
加
を
き
っ
か
け
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
に
乗
り
出
し
た
企
業
も
あ
る
（
コ

ラ
ム
参
照
）。
好
機
を
と
ら
え
る
た
め
に
も
、
ま

ず
は
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
て
ほ
し
い
。

４基あるボーディングブリッジでは現在、小型機3機また
は中型機1機、小型機1機の同時駐機が可能。周辺駐機
場の整備が進めば、小型機4機または中型機2機の同時
駐機が可能になる。タラップを使って乗降する「オープン
スポット」の併用で駐機数の増加にも対応できる

琉球建築をモチーフにした２階のチェッ
クインカウンター。カウンター上部の液晶
パネルの表示は、航空会社ごとに切り替
わる

那覇空港新国際線旅客ターミ
ナルビル落成式典の様子

那覇空港ビルディング（株）の
仲里求さん

近
年
、沖
縄
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
旅
行
）に
よ
る
観
光
客
数
が
急
増
。観
光
業
の
み
な
ら
ず
、産
業
界
全
体
に
大

き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
て
い
る
。今
回
は
、２
月
に
運
用
開
始
し
た
那
覇
空
港
新
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の

全
容
紹
介
に
加
え
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
受
け
入
れ
体
制
強
化
や
満
足
度
向
上
に
取
り
組
む
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
声
を
通
し
て
、

沖
縄
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
た
な
潮
流
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

那覇

ソウル

上海

釜山

北京

香港

台北

台中

中　国
30,400人（12.7％）

香　港
55,500人（23.3％）

韓　国
44,400人（18.6％）

台　湾
85,600人（35.9％）

個人旅行
28.2％

団体旅行
16.6％

観光付きツアー
32.3％

フリープラン
23.0％

個人旅行
52.6％

団体旅行 4.1％

観光付きツアー
26.8％

フリープラン
16.4％

個人旅行
29.2％

団体旅行 4.6％

観光付きツアー
36.7％

フリープラン
29.5％

個人旅行
18.4％

団体旅行
13.4％

観光付きツアー
47.6％

フリープラン
20.6％

中国 簡体字

特　徴使用文字

■ 国別の特徴・傾向

■ 主要4カ国の訪沖外国人観光客数と旅行形態

● 一人当たりの観光消費額が高い
● 土産買物費が高い ● 免税店訪問率が高い

台湾 繁体字 ●リピーターの割合が高い ●ドラッグストア訪問率が高い
● 観光付きツアーが半数近くを占める

香港 繁体字 ●レンタカーの利用率が高い ● 衣類の購入率が高い
● 果物・海産物購入率が高い

韓国 ハングル ●個人旅行の比率が高い
●レンタカーの利用率が高い

出典：平成25年度外国人観光客実態調査概要報告
 （平成25年度観光客アンケート調査等発表会資料より）

出典：平成25年沖縄県
 入域観光客統計
 概況

その1
空路編
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未
来
に
対
応
す
る
拡
張
性

 

新
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
展
望

　
沖
縄
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
え
る

要
所
の
ひ
と
つ
、那
覇
空
港
新
国
際
線
旅
客
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
（
以
下
「
新
ビ
ル
」）
の
運
用
開
始

か
ら
、
５
カ
月
が
経
過
し
た
。

　
新
ビ
ル
の
延
床
面
積
は
２
万
３
４
５
０
㎡
で
、
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ビ
ル
の
３
・
６
倍
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
カ
ウ
ン
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ー
は
20
ブ
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ス
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国
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荷
物
検
査
は
４
ブ
ー

ス
、
搭
乗
待
合
室
は
総
計
約
５
０
０
席
と
い
ず

れ
も
倍
増
し
、
空
港
内
店
舗
数
は
３
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の
９

店
舗
に
。
ボ
ー
デ
ィ
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グ
ブ
リ
ッ
ジ
（
ビ
ル
と

旅
客
機
を
つ
な
ぐ
搭
乗
橋
）
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４
基
新
設
さ
れ
、

複
数
の
航
空
会
社
が
共
同
利
用
で
き
る
「
共
用

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
シ
ス
テ
ム
」の
採
用
な
ど
、規
模
・

設
備
と
も
に
大
幅
に
拡
充
さ
れ
た
。

　
那
覇
空
港
の
国
際
線
に
は
現
在
、
航
空
会
社

11
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が
ア
ジ
ア
７
都
市
か
ら
乗
り
入
れ
て
い
る
。

国
内
線
を
加
え
る
と
滑
走
路
１
本
で
は
限
界
に

近
い
た
め
、
第
二
滑
走
路
の
建
設
も
進
行
中
だ
。

「
新
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ル
の
特
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拡
張
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の
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で
す
。
５
年
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に
第
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滑
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す
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時
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で
国
際
線

と
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を
連
結
す
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施
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が
建
つ
と
、
新
ビ

ル
の
さ
ら
な
る
増
床
と
機
能
拡
充
が
可
能
に
な

り
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
那
覇
空
港
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
株
式
会
社
の
事
業
部
企
画
課
長
、
仲
里
求

さ
ん
。
連
結
施
設
が
実
現
す
れ
ば
国
内
・
国
際

線
合
わ
せ
て
年
間
最
大
２
０
０
０
万
人
も
の
乗

降
客
へ
の
対
応
が
可
能
に
な
る
そ
う
だ
。

　
全
国
で
空
港
の
統
廃
合
が
進
む
中
、
拡
張
を

続
け
る
那
覇
空
港
。今
年
３
月
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
チ
ャ
ン
ギ
空
港
と
県
が
相
互
協
力
連
携
協

定
を
締
結
し
た
が
、
仲
里
さ
ん
は
「
東
南
ア
ジ

ア
有
数
の
ハ
ブ
空
港
と
つ
な
が
り
、
誘
客
・
物

流
の
両
面
で
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
」
と
力
を

込
め
る
。「
５
月
に
は
国
内
・
国
際
線
間
を
15
分

間
隔
で
結
ぶ
無
料
バ
ス
も
運
行
開
始
し
ま
し
た
。

利
便
性
を
高
め
る
こ
う
し
た
取
り
組
み
も
さ
ら

に
進
め
て
い
き
ま
す
」
と
意
欲
的
だ
。
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え
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た
今
後
の
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と
こ
ろ
で
、
沖
縄
で
は
な
ぜ
こ
こ
ま
で
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
が
重
要
視
さ
れ
る
の
か
。
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般
財
団
法
人
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
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（
以
下
「
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Ｃ
Ｖ
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」）
海
外
事
業

部
海
外
プ
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ー
シ
ョ
ン
課
長
の
玉
城
扇
さ
ん

は
こ
う
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え
る
。「
沖
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の
観
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客
数
は
、
復
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以
降
右
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上
が
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で
順
調
に
伸
び
て
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ま
し
た

が
、
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成
21
年
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変
化
が
出
始
め
て
い
ま

す
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は
、
少
子
高
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化
に
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日
本
の
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口
が
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少
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に
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、
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内
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場
が
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る
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が
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。
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、
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外
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に
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出
る
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な
い
、
と
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う
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で
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ほ
ど
前
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ら
航
空
路
線
の

誘
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活
動
に
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。
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成
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に
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客
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実
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に
向

け
、
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
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、
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で
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に
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に
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ま
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。
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の
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で
消
費
額
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る
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向
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、
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る
店
舗
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で
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バ
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に
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の
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及
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果
も
期
待
で
き
ま
す
。
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の
知
名

度
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上
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る
こ
と
で
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外
市
場
の
開
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が
し
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る
の
で
す
」
と
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た
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一
方
、
沖
縄
で
イ
ン
バ
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ド
ビ
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を

伸
ば
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て
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く
に
は
、
多
言
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対
応
、
空
港
や
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か
ら
目
的
地
ま
で
を
結
ぶ
二
次
交
通
の
整
備

な
ど
、
課
題
も
ま
だ
ま
だ
山
積
み
だ
。「
今
後
は

沖
縄
を
訪
れ
た
際
の
満
足
度
向
上
を
図
る
た
め
、

受
け
入
れ
体
制
整
備
や
人
材
育
成
に
係
る
取
り
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み
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
支
援
メ

ニ
ュ
ー
も
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
玉
城
さ
ん
。

　「
ま
た
、
県
と
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
で
は
、
業
種
や
規
模

に
関
係
な
く
誰
で
も
参
加
可
能
な
『
外
客
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
連
絡
会
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
理
解
を
深
め
る
い
い
機
会
に
な

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
」
と
の

こ
と
。
連
絡
会
参
加
を
き
っ
か
け
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
に
乗
り
出
し
た
企
業
も
あ
る
（
コ

ラ
ム
参
照
）。
好
機
を
と
ら
え
る
た
め
に
も
、
ま

ず
は
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
て
ほ
し
い
。

「 沖 縄 観 光 国 際 化
ビッグバン事業」の
一 貫として、香 港で
開 催 され た 博 覧 会
へ出展。沖縄観光と
リゾートウエディン
グの情報を発信した

平成26年1月にパ
リで 開 催 さ れ た

「the 16th Paris 
I n t e r n a t i o n a l 
Dive Show」に参
加。沖縄のダイビ
ング の 魅 力 に つ
いてアピールした

（一財）沖縄観光コンベンション
ビューローの玉城扇さん

左から斉藤圭祐さん、インバ
ウンド客対応に活躍する中
国人スタッフの邱さん

■ 訪沖外国人観光客の推移

　ダイビングショップ「マリンハウスシーサー」を運営する株式会社シー
サー。「外客インバウンド連絡会」（本文参照）への参加をきっかけに、
ホームページやパンフレットの多言語対応、グローバル人材の積極採
用、海外でのPR活動など、インバウンド客の誘致・受入体制を整備し、飛
躍的に業績を伸ばしているという。
　同社では、年間150人程度だったインバウンド客が、積極的に取り組
み始めた平成23年から急増し、25年は2,570人、そして今年は5,000
人に達する見込みとのことだ。事業開発課長の斉藤圭祐さんは「最近
の傾向として、旅費やホテル代を節約してアクティビティにお金をかける
若い世代のインバウンド客が増えている印象です。当社が目標として掲
げる『インバウンド客年間１万人達成』も現実味を帯びてきました」と話
す。なお、今年の夏は、英語と中国語が堪能なマレーシア出身のスタッフ
を軸にした８人のグローバル人材で対応する予定だという。
　「海外でのPR活動の一部を支援する『海外セールスコール支援』を
はじめ、『翻訳支援』や『Wi-Fi設置支援』など、OCVBによるインバウ

ンド客受入体制の支援メ
ニューを当社でも積極的
に活用しています」と斉藤
さん。観光客との接点があ
る事業者なら、活用しない
手はなさそうだ。

株式会社シーサー
多言語対応でインバウンドに一歩先行

來
來
琉
球（
Ｌ
Ｌ
Ｃ
合
同
会
社
）

沖
縄
に「
ま
た
来
た
く
な
る
」魅
力
を

中
国
語（
繁
体
字
）で
発
信

　「
來
來
琉
球
」は
、沖
縄
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

仕
立
て
の
中
国
語（
繁
体
字
）フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
。

台
湾
や
香
港
か
ら
訪
れ
る
旅
行
者
の
必
須
ア
イ

テ
ム
と
し
て
、支
持
を
集
め
て
い
る
。

　「
旅
の
満
足
度
と
再
訪
意
欲
を
高
め
る
た
め
、

穴
場
紹
介
も
含
め
て
幅
広
く
豊
富
な
情
報
を

網
羅
す
る
よ
う
心
が
け
、沖
縄
ら
し
い『
空
気

感
』の
表
現
、マ
ッ
プ
の
正
確
さ
に
も
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
す
」と
話
す
の
は
同
誌
の
発
行
元
、Ｌ
Ｌ
Ｃ

合
同
会
社
の
営
業
部
長
・
宮
内
み
ど
り
さ
ん
。

　
同
社
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
ニ
ー
ズ
や
傾
向

を
つ
か
む
た
め
、配
布
時
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
で
の
情
報
収
集
も
欠
か
さ
な
い
と
い
う
。

「
最
近
人
気
な
の
は
、『
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
』『
港
川

外
人
住
宅
』『
チ
ャ
ペ
ル
』『
ブ
ラ
ン
ド
肉
』な
ど
で

す
ね
」と
の
こ
と
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
は
、自
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言
語
化
に
よ
る
情
報
発
信
と

並
行
し
て
、外
国
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
案
内
板

と
い
っ
た
最
低
限
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
し
て
い
た
。

PickUp Company

今 年で 創 刊 6 年目に
なる「來來琉球」は1月
と7月の年2回、各5万
部 発 行 。那 覇 空 港 国
際 線ターミナル や 那
覇市観光案内所など
で無料配布中

宮内みどりさん（左）と通訳案内士の資格
を持つ台湾出身の李さん

ら
い
ら
い

PickUp Company

株式会社シーサー
那覇市港町2-3-13　☎098-941-2715（代表）

http://www.seasir.com/

LLC合同会社
☎098-988-9095
http://www.lailai-net.com
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6.0
12.3 13.8 9.7

18.9
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38.2

62.7
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6.7

2.7

7.0
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13.6

10.1

14.6

10.0

13.1

15.2

11.9

18.3

14.4

23.8

19.1

43.6

（万人）

平成25年度の外国人観光客数は、過去最高の
63万人。内訳を見ても空路客44万人、海路客
19万人でともに過去最高となった

出典：平成26年度ビジットおきなわ計画

注：四捨五入のため、合計が一致しない場合がある



マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ラ
ム

文・友利至伯（ともりよしとも）  株式会社アドスタッフ博報堂
マーケティングソリューション局 R&D 推進部  マーケティングプランナー
1980年浦添生まれ。05～08年までオクラホマ州立セントラルオクラホマ大学にてマーケティングを修学後、
同社へ入社。アカウント局を経て、マーケティングソリューション局へ配属。現在は官公庁、民間企業のリサーチ
及びプランニング業務に従事。

日
々
雑
感

文・照屋隆司（てるやりゅうじ）
有限会社開発屋でぃきたん代表取締役。食品・生物資源産業分野の技術系コ
ンサルタント。酒造会社・県農業試験場・（株）TTCを経て99年より現職。（公財）
沖縄県産業振興公社登録専門家。（一社）日本臨床栄養協会認定NRサプリメ
ントアドバイザー。（一社）日本産業カウンセラー協会資格登録・産業カウンセ
ラー。カウンセリングルーム「キャリアオアシス楠」主宰。http://www.dikitang.jp
照屋隆司による「食品・化粧品などの開発、技術、表示等に関する無料相談」
受付中！  ※要予約
問い合わせ：沖縄県中小企業支援センター　☎098-859-6237

でぃきたん照屋の
商品開発
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スラム教徒（ムスリム）は世界人口の約4分の1、

19億人にものぼるとされ、その市場規模は推

定約300兆円。イスラム諸国の中でも特にインドネシア

やマレーシアは人口も経済も急速に成長し、ビジネス

チャンスも拡大している。この好機をつかむにはまず

イスラム教を正しく理解することが必要で、そのキー

ワードのひとつが今回の用語「ハラル」だ。

イスラム教の戒律では口にするものに制限があり、

口にしていいものを「ハラル（ハラール）」と呼ぶ。ハラ

ルは食の分野に加え、化粧品や金融など生活すべてに

通じる概念とされており、その概念に沿って配慮され

た商品・サービスであることを証明するため、「ハラル

認証」の制度が設けられている。

ハラル認証は、イスラム関連団体などの認証機関

が、製造工程や原料にまでさかのぼって厳しく検査し

た上で認証マークを発行するものだが、国や認証機関

によって認証基準が異なるのが現状だという。「認証

取得にあたっては『どの国で』『どのような戦略を持っ

て』ハラル市場を開拓するのか、具体的に決めておく

ことが重要です」と説明するのは、全国でハラルビジ

ネスの支援を行う（一社）ハラル･ジャパン協会の代表

理事、佐久間朋宏さん。「日本からの輸出というアウト

バウンドだけでなく、観光などのインバウンドにおい

ても、ハラル市場は大きな可能性を秘めています。日

本ではハラル市場の開拓がまさに始まったばかりで、

中小企業にもチャンスは十分にあります」と語ってく

れた。

沖縄でも八重山殖産（株）の「クロレラ」「ユーグレ

ナ」、（株）お菓子のポルシェの「紅いもタルト」がハラ

ル認証を取得。6月には県内初のハラルビジネス向け

のコンサルティング会社、ハラル・レキオスも設立さ

れた。「ムスリムの多い東南アジアに最も近いという

地の利を活かし、沖縄にはぜひとも日本のハラル物流

のハブ化を目指して欲しい」と佐久間さん。広大な市

場開拓に向けた取り組みが、ここ沖縄でも今後加速し

ていくのは間違いなさそうだ。

イ

基本的な用語や最新用語を身につけて、
ビジネスの現場で活かそう！

今さら聞けないビジネス用語

“ ハラル ”

今できる機能性表示－栄養機能食品

「マグネシウムは、多くの体内酵素の正常な
働きとエネルギー産生を助けるとともに、血液循
環を正常に保つのに必要な栄養素です」
「ビタミンCは、皮膚や粘膜の健康維持を助

けるとともに、抗酸化作用を持つ栄養素です」
「ビタミンEは、抗酸化作用より、体内の脂質

を酸化から守り、細胞の健康維持を助ける栄
養素です」

これらは、栄養成分のアンチエイジング機能
を表現した文言です。

このような表示が可能な「栄養機能食品」
が平成13年度に制度化されて急速に市場
に広がり、最近は沖縄県産品も増えてきました。

「栄養機能食品」という制度は12種類のビタ
ミンと5種類のミネラルに限って、加工食品中
の含有量が規格基準値に適合していれば、一
定のルールのもと無審査・無届けで前述のよう

な栄養機能の表示を行えるというものです。
この制度とは別に、今後は企業の自己責

任のもとに食品への保健機能表示を容認す
る、という政府の方針が決まっています。しか
し、この規制緩和も依然ハードルの高いもの
となる見通しです。なぜなら、ヒトに対する当該
製品の科学的根拠が前提条件として求めら
れるからです。

そこで、今できる機能性表示として改めて栄
養機能食品の開発を考えてはどうでしょうか。

栄養機能食品の作り方は、食品用の各種
栄養成分製剤を配合する方法が一般的です。
また、沖縄の産物には、それ自体で栄養機能
食品の基準に達する可能性のあるものや、粉
末化・エキス化により栄養機能食品の原料とな
り得るものがあります。アセローラ、グアバ果実、
モリンガ等々。調べてみる価値はありそうです。

皆
様
は「
友
達
は
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
よ

い
」と
思
い
ま
す
か
？
そ
れ
と
も「
親
友
と

呼
べ
る
人
が
い
れ
ば
友
達
は
少
な
く
て
も
よ

い
」と
思
い
ま
す
か
？

博
報
堂
生
活
総
合
研
究
所
が
昨
年
12

月
、全
国
の
15
～
69
歳
の
男
女
を
対
象
に

行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、「
友
人
は
多
け
れ

ば
多
い
ほ
ど
よ
い
」と
い
う
意
識
は
徐
々
に

減
っ
て
い
き
、１
９
９
８
年
で
6
割
あ
っ
た
も

の
が
、現
在
で
は
3
割
ま
で
半
減
し
て
い
る

そ
う
で
す
。「
人
脈
拡
張
」か
ら「
友
達
選

別
」へ
生
活
者
の
意
識
が
変
化
し
て
き
て
い

る
現
状
が
う
か
が
え
ま
す
。

そ
の
傾
向
は「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」と「
社
会
不
安
」

が
大
き
な
要
因
の
よ
う
で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
友
達

は
容
易
に
増
や
せ
る
一
方
、相
手
を
理
解
す

る
ほ
ど
の
関
係
性
が
構
築
で
き
な
い
。そ
ん

な
中
、社
会
不
安
が
高
ま
り
、友
達
の
意
味

を
問
い
直
す
べ
く
人
間
関
係
の
再
編
が
は

じ
ま
っ
て
い
る
。つ
ま
り
、何
か
あ
っ
た
と
き
に

〝
か
け
が
え
の
な
い
使
え
る
人
々
〟「
イ
ン
フ

ラ
友
達
」を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る

と
結
論
付
け
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
友
達
を
求
め
て
い

る
の
か
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

1
位「
避
難
所
友（
震
災
時
や
家
出
時
に

避
難
所
的
に
受
け
入
れ
て
く
れ
る
友
達
）」、 

2
位「
教
友（
料
理
や
語
学
な
ど
、生
活
の

質
を
上
げ
る
た
め
の
知
恵
を
教
え
て
く
れ
る

友
達
）」、3
位「
命
友（
疲
れ
た
と
き
気
力

を
与
え
て
く
れ
る
友
達
）」だ
そ
う
で
す
。

皆
様
は
ど
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
友
達
を

求
め
ま
す
か
？

〜
千
思
万
考
〜

「
イ
ン
フ
ラ
友
達
」16

「ハラル」についてさらに詳しくは・・・
非営利一般社団法人 ハラル・ジャパン協会
http://www.halal.or.jp/

　豊
見
城
市
に
本
社
を
置
き
、創
業
50
周

年
を
迎
え
た
株
式
会
社
大
生
通
信
。50
年

の
歩
み
の
中
で
ど
ん
な
決
断
が
あ
っ
た
か
、

同
社
代
表
取
締
役
の
与
那
国
隆
さ
ん
に

お
話
を
伺
っ
た
。

激
動
の
通
信
業
界

変
化
を
捉
え
て
競
争
時
代
を
生
き
抜
く

　
当
社
は
、
私
の
父
で
あ
る
与
那
国
勇
が
米

国
統
治
時
代
に
電
話
機
の
故
障
修
理
を
請
け

負
う
た
め
に
創
業
し
ま
し
た
。
本
土
復
帰
以

後
は
新
規
工
事
が
増
え
、
法
人
化
し
た
昭
和

59
年
頃
の
経
営
は
安
定
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
翌
年
、
電
電
公
社
（
現
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）

の
民
営
化
に
伴
い
通
信
業
界
は
自
由
競
争
時

代
に
突
入
。
私
が
社
長
に
就
任
し
た
平
成
４

年
頃
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
再
編
に
向
け
た
合
理
化
が

始
ま
り
、
当
社
を
取
り
巻
く
環
境
が
激
変
し

ま
し
た
。

　
厳
し
い
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
多
く
の

も
の
を
手
放
す
中
、
唯
一「
電
話
工
事
屋
で

あ
る
」
こ
と
は
守
り
抜
こ
う
、
こ
の
道
で
生

き
抜
こ
う
と
決
断
。
当
時
沖
縄
に
設
立
し

て
間
も
な
い
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ー
Ｄ
Ｏ（
現
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
）か
ら
直
接
取
引
を
も
ら
っ
た
り
、
銀

行
融
資
を
取
り
付
け
た
り
と
無
我
夢
中
で
動

き
、
何
と
か
苦
境
を
切
り
抜
け
ま
し
た
。

　
平
成
10
年
以
後
、
今
度
は
携
帯
電
話
や
地

上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
普
及
と
い
う

「
デ
ジ
タ
ル
化
」
の
波
が
訪
れ
ま
し
た
。
こ

の
好
機
を
つ
か
み
た
い
と
、
そ
の
分
野
の
実

績
も
な
い
状
態
で
、ａ
ｕ（
現
・
沖
縄
セ
ル

ラ
ー
）
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
沖
縄
放
送
局
に
営
業
を
仕

掛
け
ま
し
た
。
す
る
と
、
今
ま
で
培
っ
て
き

た
技
術
と
熱
意
を
買
わ
れ
て
直
接
取
引
を
獲

得
。
取
引
先
か
ら
の
要
求
レ
ベ
ル
も
高
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
社
員
た
ち
は
熱
心

に
勉
強
し
て
、
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

決
断
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は

「
会
社
を
存
続
さ
せ
る
」と
い
う
意
志

　
平
成
22
年
に
は
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
を
主
要
都
市
に
設
置
す
る
動

き
が
始
ま
り
ま
し
た
。
地
元
企
業
の
仕
事
は
、

自
治
体
に
入
っ
て
き
た
緊
急
情
報
を
市
民
に

届
け
る
「
２
次
展
開
」
の
部
分
に
な
り
ま
す
。

入
札
の
競
争
相
手
は
大
手
企
業
ば
か
り
で
し
た

が
、
仕
事
を
勝
ち
取
る
決
意
を
固
め
た
矢
先
、

あ
の
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
の
で
す
。

　
緊
急
情
報
伝
達
の
必
要
性
が
一
気
に
高
ま

る
中
、平
成
24
年
２
月
に
県
消
防
本
部
が
行
っ

た
防
災
訓
練
に
、
当
社
の
高
速
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

防
災
対
策
シ
ス
テ
ム
を
無
償
提
供
し
ま
し
た
。

豊
見
城
市
の
職
員
が
見
守
る
中
、
シ
ス
テ
ム

は
問
題
な
く
稼
働
し
、
私
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
の

実
効
性
を
強
く
確
信
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
産
業
振
興
公
社
の
設
備
貸
与
、

経
営
革
新
計
画
の
承
認
、
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
事
業
な
ど
の
公
的
な
サ
ポ
ー
ト
も

積
極
的
に
活
用
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
採
択

事
業
の
一
環
で
高
度
な
技
術
を
社
員
に
習
得

さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
終
え
た
直
後
、
豊

見
城
市
に
当
社
の
高
速
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
防
災
対

策
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た

の
で
す
。

　
今
思
え
ば
、
経
営
者

と
し
て
一
番
や
っ
て
は

な
ら
な
い
の
は
「
失
敗

す
る
こ
と
」
で
は
な
く

「
失
敗
を
恐
れ
て
何
も

や
ら
な
い
こ
と
」
で
す

ね
。
そ
し
て
会
社
を
存

続
さ
せ
る
た
め
に
は
、

利
益
を
出
す
こ
と
に
加

え
て
「
致
命
的
な
事
故

豊見城市に導
入したシステム
の技術研修の
様子

を
起
こ
さ
な
い
こ
と
」
も
不
可
欠
で
す
。
当

社
で
は
中
小
企
業
無
災
害
記
録
証
授
与
制
度

を
導
入
し
、
平
成
22
年
に
は
第
３
種
無
災
害

記
録
証
（
４
２
０
０
日
間
無
事
故
）
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
「
施
工
技
術
」
と
「
安
全
」
と
い
う

２
つ
の
付
加
価
値
を
向
上
さ
せ
、
大
き
な
取

引
先
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
企
業
と
し
て
着
実

に
成
長
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

豊見城市役所

幼稚園、小中学校

中継所
消防署

中央公民館

公民館
指定避難所

漁港

海岸

商業施設

指揮広報車輛
豊見城市役所

屋外スピーカー

■ 豊見城市の高速無線LAN防災対策システム概念図
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リ
ー
ダ
ー
の

事
業
展
開
の
中
で
、
リ
ー
ダ
ー
は
常
に
決
断
を
迫
ら
れ
る
。

会
社
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

リ
ー
ダ
ー
の
決
断
と
そ
の
軌
跡
を
追
う
。

時流を捉えた技術向上で
困難を乗り越える

株式会社 大生通信
代表取締役  与那国  隆 さん

ビ
ジ
ネ
ス
航
路
図

株式会社 大生通信
豊見城市字豊見城
318-1
☎098-850-2330　
http://www.taisei-oki.com/



マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ラ
ム

文・友利至伯（ともりよしとも）  株式会社アドスタッフ博報堂
マーケティングソリューション局 R&D 推進部  マーケティングプランナー
1980年浦添生まれ。05～08年までオクラホマ州立セントラルオクラホマ大学にてマーケティングを修学後、
同社へ入社。アカウント局を経て、マーケティングソリューション局へ配属。現在は官公庁、民間企業のリサーチ
及びプランニング業務に従事。

日
々
雑
感

文・照屋隆司（てるやりゅうじ）
有限会社開発屋でぃきたん代表取締役。食品・生物資源産業分野の技術系コ
ンサルタント。酒造会社・県農業試験場・（株）TTCを経て99年より現職。（公財）
沖縄県産業振興公社登録専門家。（一社）日本臨床栄養協会認定NRサプリメ
ントアドバイザー。（一社）日本産業カウンセラー協会資格登録・産業カウンセ
ラー。カウンセリングルーム「キャリアオアシス楠」主宰。http://www.dikitang.jp
照屋隆司による「食品・化粧品などの開発、技術、表示等に関する無料相談」
受付中！  ※要予約
問い合わせ：沖縄県中小企業支援センター　☎098-859-6237

でぃきたん照屋の
商品開発
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スラム教徒（ムスリム）は世界人口の約4分の1、

19億人にものぼるとされ、その市場規模は推

定約300兆円。イスラム諸国の中でも特にインドネシア

やマレーシアは人口も経済も急速に成長し、ビジネス

チャンスも拡大している。この好機をつかむにはまず

イスラム教を正しく理解することが必要で、そのキー

ワードのひとつが今回の用語「ハラル」だ。

イスラム教の戒律では口にするものに制限があり、

口にしていいものを「ハラル（ハラール）」と呼ぶ。ハラ

ルは食の分野に加え、化粧品や金融など生活すべてに

通じる概念とされており、その概念に沿って配慮され

た商品・サービスであることを証明するため、「ハラル

認証」の制度が設けられている。

ハラル認証は、イスラム関連団体などの認証機関

が、製造工程や原料にまでさかのぼって厳しく検査し

た上で認証マークを発行するものだが、国や認証機関

によって認証基準が異なるのが現状だという。「認証

取得にあたっては『どの国で』『どのような戦略を持っ

て』ハラル市場を開拓するのか、具体的に決めておく

ことが重要です」と説明するのは、全国でハラルビジ

ネスの支援を行う（一社）ハラル･ジャパン協会の代表

理事、佐久間朋宏さん。「日本からの輸出というアウト

バウンドだけでなく、観光などのインバウンドにおい

ても、ハラル市場は大きな可能性を秘めています。日

本ではハラル市場の開拓がまさに始まったばかりで、

中小企業にもチャンスは十分にあります」と語ってく

れた。

沖縄でも八重山殖産（株）の「クロレラ」「ユーグレ

ナ」、（株）お菓子のポルシェの「紅いもタルト」がハラ

ル認証を取得。6月には県内初のハラルビジネス向け

のコンサルティング会社、ハラル・レキオスも設立さ

れた。「ムスリムの多い東南アジアに最も近いという

地の利を活かし、沖縄にはぜひとも日本のハラル物流

のハブ化を目指して欲しい」と佐久間さん。広大な市

場開拓に向けた取り組みが、ここ沖縄でも今後加速し

ていくのは間違いなさそうだ。

イ

基本的な用語や最新用語を身につけて、
ビジネスの現場で活かそう！

今さら聞けないビジネス用語

“ ハラル ”

今できる機能性表示－栄養機能食品

「マグネシウムは、多くの体内酵素の正常な
働きとエネルギー産生を助けるとともに、血液循
環を正常に保つのに必要な栄養素です」
「ビタミンCは、皮膚や粘膜の健康維持を助

けるとともに、抗酸化作用を持つ栄養素です」
「ビタミンEは、抗酸化作用より、体内の脂質

を酸化から守り、細胞の健康維持を助ける栄
養素です」

これらは、栄養成分のアンチエイジング機能
を表現した文言です。

このような表示が可能な「栄養機能食品」
が平成13年度に制度化されて急速に市場
に広がり、最近は沖縄県産品も増えてきました。

「栄養機能食品」という制度は12種類のビタ
ミンと5種類のミネラルに限って、加工食品中
の含有量が規格基準値に適合していれば、一
定のルールのもと無審査・無届けで前述のよう

な栄養機能の表示を行えるというものです。
この制度とは別に、今後は企業の自己責

任のもとに食品への保健機能表示を容認す
る、という政府の方針が決まっています。しか
し、この規制緩和も依然ハードルの高いもの
となる見通しです。なぜなら、ヒトに対する当該
製品の科学的根拠が前提条件として求めら
れるからです。

そこで、今できる機能性表示として改めて栄
養機能食品の開発を考えてはどうでしょうか。

栄養機能食品の作り方は、食品用の各種
栄養成分製剤を配合する方法が一般的です。
また、沖縄の産物には、それ自体で栄養機能
食品の基準に達する可能性のあるものや、粉
末化・エキス化により栄養機能食品の原料とな
り得るものがあります。アセローラ、グアバ果実、
モリンガ等々。調べてみる価値はありそうです。

皆
様
は「
友
達
は
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
よ

い
」と
思
い
ま
す
か
？
そ
れ
と
も「
親
友
と

呼
べ
る
人
が
い
れ
ば
友
達
は
少
な
く
て
も
よ

い
」と
思
い
ま
す
か
？

博
報
堂
生
活
総
合
研
究
所
が
昨
年
12

月
、全
国
の
15
～
69
歳
の
男
女
を
対
象
に

行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、「
友
人
は
多
け
れ

ば
多
い
ほ
ど
よ
い
」と
い
う
意
識
は
徐
々
に

減
っ
て
い
き
、１
９
９
８
年
で
6
割
あ
っ
た
も

の
が
、現
在
で
は
3
割
ま
で
半
減
し
て
い
る

そ
う
で
す
。「
人
脈
拡
張
」か
ら「
友
達
選

別
」へ
生
活
者
の
意
識
が
変
化
し
て
き
て
い

る
現
状
が
う
か
が
え
ま
す
。

そ
の
傾
向
は「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」と「
社
会
不
安
」

が
大
き
な
要
因
の
よ
う
で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
友
達

は
容
易
に
増
や
せ
る
一
方
、相
手
を
理
解
す

る
ほ
ど
の
関
係
性
が
構
築
で
き
な
い
。そ
ん

な
中
、社
会
不
安
が
高
ま
り
、友
達
の
意
味

を
問
い
直
す
べ
く
人
間
関
係
の
再
編
が
は

じ
ま
っ
て
い
る
。つ
ま
り
、何
か
あ
っ
た
と
き
に

〝
か
け
が
え
の
な
い
使
え
る
人
々
〟「
イ
ン
フ

ラ
友
達
」を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る

と
結
論
付
け
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
友
達
を
求
め
て
い

る
の
か
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

1
位「
避
難
所
友（
震
災
時
や
家
出
時
に

避
難
所
的
に
受
け
入
れ
て
く
れ
る
友
達
）」、 

2
位「
教
友（
料
理
や
語
学
な
ど
、生
活
の

質
を
上
げ
る
た
め
の
知
恵
を
教
え
て
く
れ
る

友
達
）」、3
位「
命
友（
疲
れ
た
と
き
気
力

を
与
え
て
く
れ
る
友
達
）」だ
そ
う
で
す
。

皆
様
は
ど
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
友
達
を

求
め
ま
す
か
？

〜
千
思
万
考
〜

「
イ
ン
フ
ラ
友
達
」16

「ハラル」についてさらに詳しくは・・・
非営利一般社団法人 ハラル・ジャパン協会
http://www.halal.or.jp/



お
す
す
め
！

お
す
す
め
！

（一社）南城市観光協会
南城市地域物産館
南城市知念字久手堅539
☎098-949-1667
http://okinawa-nanjo.jp

地
域
資
源
を
活
用
し
て
作
り
上
げ
た
２
つ
の
お
土
産
ス
イ
ー
ツ

「
な
ん
じ
ぃ
の
み
る
く
た
る
と
＆
な
ん
じ
ぃ
サ
ブ
レ
」

地
域
自
慢
の

す
ぐ
り
む
ん

　
ほ
ん
の
り
甘
い
ミ
ル
ク
の
香
り
を
楽
し
め
る

「
な
ん
じ
ぃ
の
み
る
く
た
る
と
」
に
、
黒
蜜
の
風

味
豊
か
な
「
な
ん
じ
ぃ
サ
ブ
レ
」。
ど
ち
ら
も
、

一
般
社
団
法
人
南
城
市
観
光
協
会
が
開
発
し
た

「
ご
当
地
お
土
産
ス
イ
ー
ツ
」
だ
。

　
南
城
市
は
斎
場
御
嶽
を
は
じ
め
観
光
ス
ポ
ッ

ト
も
多
数
あ
り
、
年
間
１
０
０
万
人
以
上
も
の

観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
が
、
名
物
と
な
る
お
土

産
品
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
ん
な
中
、
南
城

市
地
域
物
産
館
が
平
成
25
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
同
館
の
指
定
管
理
者
で

あ
る
南
城
市
観
光
協
会
が
、「
お
土
産
ス
イ
ー
ツ

開
発
」
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
物
産
館

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
新
商
品
開
発
を
担
当
し
た
高

良
直
人
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　「
新
商
品
に
南
城
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
『
な
ん
じ
ぃ
』
を
あ
し
ら
う
こ
と
は
当
初

か
ら
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
次
に
一
年
を
通
し

て
安
定
生
産
可
能
な
量
を
確
保
で
き
る
地
域
産

物産館マネージャーの高良さんとなんじぃ

素材の特徴を前面に出した、「南城市らしさ」
いっぱいの味わいが魅力。みるくたると（左）
は同物産館の他、空港内売店やホテル内売店な
どでも販売中。サブレ（右手前）は同時発売の「な
んじょうハートサブレ」（右奥）とともに南城
市地域物産館での限定販売だ

アイシングクッキーに黒糖、泡盛、さとう
きびまで…　南城市地域物産館の売り場で
は、食品・非食品を含めると20種類以上の
「なんじぃ」関連商品を取り扱っている

４
町
村
合
併
で
生
ま
れ
た

南
城
市
の
お
土
産
を
作
り
た
い

地
元
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
な
け
れ
ば

地
元
の
特
産
品
と
は
呼
べ
な
い

「
な
ん
じ
ぃ
」関
連
商
品
が
続
々
誕
生

地
元
事
業
者
の
商
品
開
発
も
伸
展

地
域
の
特
産
品
か
ら
生
ま
れ
た

注
目
の
商
品
を
紹
介
し
ま
す

の
原
材
料
を
探
し
、（
有
）Ｅ
Ｍ
玉
城
牧
場
牛
乳

の
『
牛
乳
』
と
、（
株
）
た
ま
ぐ
す
く
の
『
黒
蜜
』

を
使
用
し
た
お
土
産
ス
イ
ー
ツ
を
作
ろ
う
、
と

方
針
が
固
ま
り
ま
し
た
。
産
業
振
興
公
社
の
『
Ｏ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産
業
応
援
フ
ァ
ン
ド
事
業
』

に
採
択
さ
れ
た
の
が
８
月
。
物
産
館
オ
ー
プ
ン

ま
で
わ
ず
か
３
カ
月
の
超
短
期
決
戦
が
、
そ
こ

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
」

　
過
酷
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
牛
乳
を
使
っ

た
ス
イ
ー
ツ
は
「
べ
に
い
も
た
る
と
」
で
知
ら

れ
る
（
株
）
ナ
ン
ポ
ー
通
商
に
、
黒
蜜
を
使
っ
た

ス
イ
ー
ツ
は
ち
ん
す
こ
う
の
老
舗
と
し
て
知
ら

れ
、
地
元
南
城
市
に
工
場
が
あ
る
（
有
）
新
垣
菓

子
店
に
、
そ
れ
ぞ
れ
試
作
を
依
頼
し
た
。
高
良

さ
ん
は
こ
の
試
作
品
を
携
え
、
沖
縄
イ
ベ
ン
ト

の
試
食
ア
ン
ケ
ー
ト
で
約
１
５
０
件
の
回
答
を

得
た
。「
黒
蜜
を
使
用
し
た
サ
ブ
レ
は
『
さ
と
う

き
び
の
風
味
が
良
い
』『
コ
ク
が
あ
っ
て
美
味
し

い
』
と
評
判
で
、
牛
乳
を
使
用
し
た
た
る
と
に

は
『
も
っ
と
ミ
ル
ク
感
が
あ
っ
て
も
い
い
』
と

い
う
回
答
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
元
に
、

「なんじぃサブレ」20枚（プレーン10枚・黒蜜 10 枚）

「なんじぃのみるくたると」8個入り

1,000円（税別）

1,000円（税別）

時
間
の
許
す
限
り
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
重
ね
、

納
得
で
き
る
味
に
仕
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

　
販
売
開
始
か
ら
半
年
余
り
が
経
過
し
た
が
売

れ
行
き
は
好
調
で
、
そ
の
購
買
層
は
観
光
客
と

地
元
客
で
６
対
４
の
比
率
だ
と
い
う
。
土
産
品

と
し
て
は
地
元
客
の
購
入
率
が
高
い
よ
う
に
感

じ
る
が
、高
良
さ
ん
は「
〝
地
元
住
民
に
愛
さ
れ
、

地
元
住
民
が
誇
り
を
持
っ
て
外
に
出
せ
る
も

の
〞
を
目
指
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
12
月
に
は
た
る
と

を
５
０
０
０
個
、
市
内
の
幼
稚
園
・
小
中
学
校

に
配
布
し
て
給
食
時
に
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
味
の
評
判
が
子
ど
も
か
ら
親
御
さ
ん
に
伝

わ
り
、
親
御
さ
ん
が
物
産
館
を
訪
れ
て
手
土
産

用
に
購
入
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
よ
う
で
す
」

　
な
ん
じ
ぃ
を
あ
し
ら
っ
た
お
土
産
品
は
、
実
は

他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
。「
当
協
会
は
な
ん
じ
ぃ

の
イ
ラ
ス
ト
使
用
申
請
の
窓
口
で
も
あ
り
ま
す

が
、
現
時
点
で
の
申
請
件
数
は
33
件
に
の
ぼ
り
、

今
後
も
さ
ら
に
増
え
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
」
と

高
良
さ
ん
。〝
な
ん
じ
ぃ×

地
元
特
産
品
〞
の
成

功
モ
デ
ル
に
な
ら
い
、
自
ら
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
に
つ
な
げ
た
い
事
業
者
た
ち
が
敏
感
に
動
い
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
市
内
の
事
業
者
で

あ
れ
ば
営
利
目
的
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
使
用
は
無
料

（
市
外
の
場
合
は
売
上
の
１
％
を
使
用
料
と
し
て

支
払
え
ば
使
用
可
能
）
だ
と
い
う
。

　
た
る
と
＆
サ
ブ
レ
に
続
く
次
の
お
土
産
品
開

発
と
し
て
は
斎
場
御
嶽
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
商

品
、
食
材
候
補
と
し
て
は
ク
レ
ソ
ン
や
マ
ン
ゴ
ー

な
ど
も
挙
が
っ
て
い
る
と
い
う
。「
実
は
今
回
の

商
品
開
発
を
き
っ
か
け
に
、Ｅ
Ｍ
玉
城
牧
場
牛
乳

さ
ん
の
原
材
料
に
新
た
な
引
き
合
い
が
来
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
風
に
、
当
協
会

の
商
品
づ
く
り
が
地
元
の
事
業
者
さ
ん
の
取
引

拡
大
の
お
役
に
立
て
れ
ば
本
当
に
嬉
し
い
で
す

ね
」
と
高
良
さ
ん
。
今
後
は
商
品
開
発
と
並
行

し
て
、
農
家
参
加
型
の
朝
市
や
ナ
イ
ト
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
中
だ
。

人
が
集
ま
る
こ
と
で
地
域
の
産
品
が
売
れ
、
地

元
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ
て
い
く
、

そ
ん
な
動
き
を
仕
掛
け
つ
つ
あ
る
高
良
さ
ん
た

ち
の
挑
戦
は
、
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
く
。

「みるくたると」を
ほおばる南城市内
小学校の児童たち。
みんな嬉しそう！

せ
ー
ふ
ぁ
ー  

う    

た
き
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タイヤランド沖縄

タイヤランド沖縄
宜野湾市大山1-1-15
☎098-898-5732　
http://www.kaizoukun.jp/

連携 百景

　
タ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
沖
縄
は
今
年
３
月
、
沖
縄
県

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
新
垣
鈑
金
と
の
共
同
開

発
で
、
自
家
用
車
に
車
椅
子
を
搭
載
で
き
る
よ

う
に
改
造
す
る
技
術
の
実
用
化
に
成
功
し
た
。

　
タ
イ
ヤ
や
カ
ー
用
品
の
販
売
、
自
動
車
の
点

検
修
理
を
行
う
同
社
の
代
表
者
、
高
里
健
作
さ

ん
が
福
祉
事
業
部
を
立
ち
上
げ
た
の
は
６
年
前
。

取
引
先
で
あ
る
病
院
や
介
護
施
設
の
職
員
か
ら

「
車
椅
子
を
搭
載
で
き
る
福
祉
車
両
が
欲
し
い

が
、
高
く
て
手
が
出
せ
な
い
」
と
相
談
さ
れ
た

の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。「
福
祉
車
両
の
新
車
は

３
０
０
〜
５
０
０
万
円
と
高
額
な
上
に
、
納
期

も
４
〜
５
カ
月
待
ち
。
中
古
車
市
場
に
も
め
っ

た
に
出
回
り
ま
せ
ん
。
何
と
か
し
て
あ
げ
た
い

と
模
索
す
る
中
で
改
造
を
思
い
つ
き
ま
し
た
」

　
福
祉
車
両
改
造
の
実
績
を
持
つ
県
外
メ
ー

カ
ー
へ
も
話
を
聞
き
に
行
き
、
手
応
え
を
感
じ

た
高
里
さ
ん
は
平
成
22
年
、「
車
椅
子
リ
フ
ト
を

使
っ
た
車
椅
子
利
用
者
・
介
護
事
業
者
の
利
便

スロープ角度を抑えるため、バン
パー部分も大胆にカット（切れ目
に注目）。手持ちの軽自動車に同
様の改造を行う場合の標準価格は
50 万円程度とのこと

助手席のシートがそのまま
車椅子になるスウェーデン
製の介護装置などの取り扱
いも行っている

連携による新たな商品・サービスの実用化までの取り組みを紹介。

「手持ちの軽自動車を福祉車両に」
連携の力で難関の改造車検に見事合格！

《連携概念図》

福
祉
車
両
の
入
手
に
悩
む

ユ
ー
ザ
ー
の
声
に
応
え
て

自
社
を
中
核
と
し
た

産
官
連
携
共
同
体
を
結
成

車
検
と
い
う
大
き
な
壁
を

産
官
連
携
で
ク
リ
ア

車椅子乗降用後付けスローパーの開発

高里 健作さん

代表者

官
産
産
学

中核企業

タイヤランド沖縄
●統合的な設計・開発
●研究の統括
●ユーザーニーズの把握

協力企業

新垣鈑金
加工・製作・パッケージ化

研究機関

沖縄県工業技術
センター

強度ひずみ計算測定

アドバイス 共同研究

共同研究

技術指導

外部協力者
オフィス清水
●福祉車両について
　（沖縄行政サービス）
●車両改造申請について

性
向
上
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
経
営
革
新
計
画
を

作
成
。
こ
の
計
画
が
県
の
承
認
を
受
け
、
新
聞

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
、
問
い
合
わ
せ
が
続
々

と
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
は
断

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
。

　「
計
画
で
は
、
車
内
高
の
あ
る
普
通
乗
用
車
を

想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
相
談
さ
れ
る
の
は
軽

自
動
車
ば
か
り
。
人
が
乗
っ
た
状
態
の
車
椅
子

を
軽
自
動
車
に
搭
載
さ
せ
る
に
は
、
床
を
下
げ

る
必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、
床
に
穴
を
開
け
る

と
、
車
検
に
通
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」

　
そ
こ
に
、
新
聞
を
見
た
県
内
支
援
機
関
の
担

当
者
か
ら
「
困
っ
た
こ
と
は
な
い
か
」
と
電
話

が
入
っ
た
。
ニ
ー
ズ
は
つ
か
ん
で
い
る
が
車
検

を
通
す
技
術
が
な
い
と
伝
え
る
と
、「
そ
れ
な
ら

連
携
と
い
う
手
が
あ
る
」
と
勧
め
ら
れ
、
高
里

さ
ん
は
事
業
計
画
を
練
り
直
す
こ
と
に
し
た
。

　
高
里
さ
ん
は
ま
ず
、
優
れ
た
鈑
金
加
工
の
技

術
を
持
つ
新
垣
鈑
金
の
協
力
と
、
沖
縄
県
工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
の
車
検
合
格
に
係
る
技
術
指
導

を
取
り
付
け
た
。
タ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
沖
縄
を
中
核

企
業
と
し
た
連
携
共
同
体
（
図
参
照
）
と
し
て

陸
運
事
務
所
や
軽
自
動
車
検
査
協
会
に
話
を
聞

き
に
行
っ
た
が
、
こ
こ
で
新
た
な
壁
に
ぶ
つ
か

る
。「
車
検
合
格
に
必
要
な
、
車
体
を
切
っ
た
後

の
強
度
計
算
や
ひ
ず
み
測
定
が
で
き
る
と
こ
ろ

が
、
県
内
に
は
な
い
と
い
う
ん
で
す
。
県
外
で

行
う
と
費
用
も
か
さ
み
ま
す
し
、
本
当
に
県
内

で
は
で
き
な
い
の
か
？
と
粘
り
ま
し
た
。
最
終

的
に
は
軽
自
動
車
検
査
協
会
か
ら
『
改
造
前
と

後
で
そ
れ
ぞ
れ
測
定
し
て
変
化
が
な
け
れ
ば
問

題
な
い
』
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
は
私

た
ち
が
産
官
連
携
体
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
辿
り

つ
け
た
回
答
だ
と
思
い
ま
す
」
と
高
里
さ
ん
。

こ
う
し
て
「
車
椅
子
乗
降
用
後
付
け
ス
ロ
ー
パ
ー

の
開
発
」
を
行
う
事
業
計
画
が
ま
と
ま
り
、
平

成
25
年
度
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
推
進
事
業
に
応
募
、
見
事
採
択
さ
れ
た
。

　
次
の
課
題
は
車
両
の
「
重
さ
」
だ
っ
た
。
改

造
前
の
状
態
で
８
７
０
kg
の
車
両
の
場
合
、
改

造
後
は
９
２
５
kg
以
内
に
収
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
分
厚
い
鉄
板
製
の
車
椅
子
乗
降
用
ス
ロ
ー

プ
が
重
量
オ
ー
バ
ー
の
原
因
に
な
っ
て
い
た
が
、

高
里
さ
ん
は
「
介
助
者
を
含
め
た
大
人
２
名
で

乗
れ
る
強
度
を
保
つ
こ
と
は
譲
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
材
料
を
変
え
た
り
パ
ン
チ
ン
グ
（
穴

を
開
け
る
加
工
）
を
施
し
た
り
と
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
軽
量
化
を
図
り
ま
し
た
」
と
苦
労
を
振

り
返
る
。
そ
し
て
改
造
車
両
が
車
検
に
合
格
し

た
の
が
平
成
26
年
３
月
。
事
業
年
度
内
の
合
格

と
い
う
目
標
を
無
事
ク
リ
ア
し
た
。

　「
車
椅
子
利
用
者
と
介
助
者
双
方
に
快
適
な
ス

ロ
ー
プ
の
角
度
は
13
度
以
下
と
聞
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
16
度
程
度
で
形
に
し
ま
し
た
が
、
次
の

段
階
で
は
乗
り
心
地
や
介
助
の
し
や
す
さ
を
追

求
し
て
い
き
ま
す
」
と
今
後
の
戦
略
に
も
余
念

が
な
い
高
里
さ
ん
。
連
携
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
を

尋
ね
る
と
、「
ニ
ー
ズ
を
つ
か
ん
だ
ら
、
積
極
的

に
情
報
を
求
め
て
動
く
こ
と
で
す
ね
。
動
け
ば

連
携
先
に
な
り
得
る
多
く
の
方
々
と
出
会
え
ま

す
し
、
ニ
ー
ズ
を
形
に
す
る
早
道
が
見
え
て
き

ま
す
か
ら
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
た
。
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お
す
す
め
！

お
す
す
め
！

（一社）南城市観光協会
南城市地域物産館
南城市知念字久手堅539
☎098-949-1667
http://okinawa-nanjo.jp

地
域
資
源
を
活
用
し
て
作
り
上
げ
た
２
つ
の
お
土
産
ス
イ
ー
ツ

「
な
ん
じ
ぃ
の
み
る
く
た
る
と
＆
な
ん
じ
ぃ
サ
ブ
レ
」

地
域
自
慢
の

す
ぐ
り
む
ん

　
ほ
ん
の
り
甘
い
ミ
ル
ク
の
香
り
を
楽
し
め
る

「
な
ん
じ
ぃ
の
み
る
く
た
る
と
」
に
、
黒
蜜
の
風

味
豊
か
な
「
な
ん
じ
ぃ
サ
ブ
レ
」。
ど
ち
ら
も
、

一
般
社
団
法
人
南
城
市
観
光
協
会
が
開
発
し
た

「
ご
当
地
お
土
産
ス
イ
ー
ツ
」
だ
。

　
南
城
市
は
斎
場
御
嶽
を
は
じ
め
観
光
ス
ポ
ッ

ト
も
多
数
あ
り
、
年
間
１
０
０
万
人
以
上
も
の

観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
が
、
名
物
と
な
る
お
土

産
品
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
ん
な
中
、
南
城

市
地
域
物
産
館
が
平
成
25
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
同
館
の
指
定
管
理
者
で

あ
る
南
城
市
観
光
協
会
が
、「
お
土
産
ス
イ
ー
ツ

開
発
」
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
物
産
館

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
新
商
品
開
発
を
担
当
し
た
高

良
直
人
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　「
新
商
品
に
南
城
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
『
な
ん
じ
ぃ
』
を
あ
し
ら
う
こ
と
は
当
初

か
ら
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
次
に
一
年
を
通
し

て
安
定
生
産
可
能
な
量
を
確
保
で
き
る
地
域
産

物産館マネージャーの高良さんとなんじぃ

素材の特徴を前面に出した、「南城市らしさ」
いっぱいの味わいが魅力。みるくたると（左）
は同物産館の他、空港内売店やホテル内売店な
どでも販売中。サブレ（右手前）は同時発売の「な
んじょうハートサブレ」（右奥）とともに南城
市地域物産館での限定販売だ

アイシングクッキーに黒糖、泡盛、さとう
きびまで…　南城市地域物産館の売り場で
は、食品・非食品を含めると20種類以上の
「なんじぃ」関連商品を取り扱っている

４
町
村
合
併
で
生
ま
れ
た

南
城
市
の
お
土
産
を
作
り
た
い

地
元
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
な
け
れ
ば

地
元
の
特
産
品
と
は
呼
べ
な
い

「
な
ん
じ
ぃ
」関
連
商
品
が
続
々
誕
生

地
元
事
業
者
の
商
品
開
発
も
伸
展

地
域
の
特
産
品
か
ら
生
ま
れ
た

注
目
の
商
品
を
紹
介
し
ま
す

の
原
材
料
を
探
し
、（
有
）Ｅ
Ｍ
玉
城
牧
場
牛
乳

の
『
牛
乳
』
と
、（
株
）
た
ま
ぐ
す
く
の
『
黒
蜜
』

を
使
用
し
た
お
土
産
ス
イ
ー
ツ
を
作
ろ
う
、
と

方
針
が
固
ま
り
ま
し
た
。
産
業
振
興
公
社
の
『
Ｏ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産
業
応
援
フ
ァ
ン
ド
事
業
』

に
採
択
さ
れ
た
の
が
８
月
。
物
産
館
オ
ー
プ
ン

ま
で
わ
ず
か
３
カ
月
の
超
短
期
決
戦
が
、
そ
こ

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
」

　
過
酷
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
牛
乳
を
使
っ

た
ス
イ
ー
ツ
は
「
べ
に
い
も
た
る
と
」
で
知
ら

れ
る
（
株
）
ナ
ン
ポ
ー
通
商
に
、
黒
蜜
を
使
っ
た

ス
イ
ー
ツ
は
ち
ん
す
こ
う
の
老
舗
と
し
て
知
ら

れ
、
地
元
南
城
市
に
工
場
が
あ
る
（
有
）
新
垣
菓

子
店
に
、
そ
れ
ぞ
れ
試
作
を
依
頼
し
た
。
高
良

さ
ん
は
こ
の
試
作
品
を
携
え
、
沖
縄
イ
ベ
ン
ト

の
試
食
ア
ン
ケ
ー
ト
で
約
１
５
０
件
の
回
答
を

得
た
。「
黒
蜜
を
使
用
し
た
サ
ブ
レ
は
『
さ
と
う

き
び
の
風
味
が
良
い
』『
コ
ク
が
あ
っ
て
美
味
し

い
』
と
評
判
で
、
牛
乳
を
使
用
し
た
た
る
と
に

は
『
も
っ
と
ミ
ル
ク
感
が
あ
っ
て
も
い
い
』
と

い
う
回
答
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
元
に
、

「なんじぃサブレ」20枚（プレーン10枚・黒蜜 10 枚）

「なんじぃのみるくたると」8個入り

1,000円（税別）

1,000円（税別）

時
間
の
許
す
限
り
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
重
ね
、

納
得
で
き
る
味
に
仕
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

　
販
売
開
始
か
ら
半
年
余
り
が
経
過
し
た
が
売

れ
行
き
は
好
調
で
、
そ
の
購
買
層
は
観
光
客
と

地
元
客
で
６
対
４
の
比
率
だ
と
い
う
。
土
産
品

と
し
て
は
地
元
客
の
購
入
率
が
高
い
よ
う
に
感

じ
る
が
、高
良
さ
ん
は「
〝
地
元
住
民
に
愛
さ
れ
、

地
元
住
民
が
誇
り
を
持
っ
て
外
に
出
せ
る
も

の
〞
を
目
指
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
12
月
に
は
た
る
と

を
５
０
０
０
個
、
市
内
の
幼
稚
園
・
小
中
学
校

に
配
布
し
て
給
食
時
に
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
味
の
評
判
が
子
ど
も
か
ら
親
御
さ
ん
に
伝

わ
り
、
親
御
さ
ん
が
物
産
館
を
訪
れ
て
手
土
産

用
に
購
入
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
よ
う
で
す
」

　
な
ん
じ
ぃ
を
あ
し
ら
っ
た
お
土
産
品
は
、
実
は

他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
。「
当
協
会
は
な
ん
じ
ぃ

の
イ
ラ
ス
ト
使
用
申
請
の
窓
口
で
も
あ
り
ま
す

が
、
現
時
点
で
の
申
請
件
数
は
33
件
に
の
ぼ
り
、

今
後
も
さ
ら
に
増
え
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
」
と

高
良
さ
ん
。〝
な
ん
じ
ぃ×

地
元
特
産
品
〞
の
成

功
モ
デ
ル
に
な
ら
い
、
自
ら
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
に
つ
な
げ
た
い
事
業
者
た
ち
が
敏
感
に
動
い
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
市
内
の
事
業
者
で

あ
れ
ば
営
利
目
的
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
使
用
は
無
料

（
市
外
の
場
合
は
売
上
の
１
％
を
使
用
料
と
し
て

支
払
え
ば
使
用
可
能
）
だ
と
い
う
。

　
た
る
と
＆
サ
ブ
レ
に
続
く
次
の
お
土
産
品
開

発
と
し
て
は
斎
場
御
嶽
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
商

品
、
食
材
候
補
と
し
て
は
ク
レ
ソ
ン
や
マ
ン
ゴ
ー

な
ど
も
挙
が
っ
て
い
る
と
い
う
。「
実
は
今
回
の

商
品
開
発
を
き
っ
か
け
に
、Ｅ
Ｍ
玉
城
牧
場
牛
乳

さ
ん
の
原
材
料
に
新
た
な
引
き
合
い
が
来
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
風
に
、
当
協
会

の
商
品
づ
く
り
が
地
元
の
事
業
者
さ
ん
の
取
引

拡
大
の
お
役
に
立
て
れ
ば
本
当
に
嬉
し
い
で
す

ね
」
と
高
良
さ
ん
。
今
後
は
商
品
開
発
と
並
行

し
て
、
農
家
参
加
型
の
朝
市
や
ナ
イ
ト
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
中
だ
。

人
が
集
ま
る
こ
と
で
地
域
の
産
品
が
売
れ
、
地

元
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ
て
い
く
、

そ
ん
な
動
き
を
仕
掛
け
つ
つ
あ
る
高
良
さ
ん
た

ち
の
挑
戦
は
、
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
く
。

「みるくたると」を
ほおばる南城市内
小学校の児童たち。
みんな嬉しそう！

せ
ー
ふ
ぁ
ー  

う    

た
き
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●問い合わせ：産業振興部 産業振興課　
担当：コンテンツ係　☎ 098-859-6239　S098-859-6233　Bcontents@okinawa-ric.or.jp

昨
年
度
、沖
縄
を
訪
れ
た
中
国
人
観
光
客

数
は
６
万
８
０
０
０
人
と
な
り
、過
去
最
高

を
更
新
し
た
。さ
ら
に
県
が
今
年
度
掲
げ
る

15
万
人
と
い
う
目
標
値
も
、達
成
は
十
分
可

能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

中
国
の
旅
行
社
や
在
上
海
日
本
総
領
事

館
に
よ
る
と
、沖
縄
を
訪
問
す
る
中
国
人
観

光
客
の
客
層
は
家
族
旅
行
や
若
い
女
性
同

士
の〝
女
子
旅
〟が
中
心
だ
そ
う
だ
。

そ
ん
な
彼
ら
の
特
徴
を
表
す
数
字
の
ひ

と
つ
が
、観
光
消
費
額
で
あ
る
。彼
ら
は
、

一
度
の
沖
縄
旅
行
で
一
人
当
た
り
平
均

約
15
万
円
を
消
費
す
る（
航
空
代
金
除
く

※
）。日
本
人
観
光
客
の
2
倍
以
上
の
金
額

だ
。そ
の
う
ち
半
分
以
上
が
物
品
購
入
で
、

お
菓
子
や
化
粧
品
、ブ
ラ
ン
ド
品
、電
化
製

品
な
ど
が
買
わ
れ
て
い
る
。し
か
し
、お
菓

子
以
外
は
県
外
商
品
が
主
で
、県
産
品
の

販
売
機
会
の
損
失
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

県
産
品
に
は
、沖
縄
ら
し
い
独
自
性
を
持

つ
化
粧
品
や
健
康
食
品
、ま
た
赤
・
黄
色
な

ど
色
鮮
や
か
な
紅
型
モ
チ
ー
フ
の
小
物
な

ど
、中
国
人
に
好
ま
れ
る
も
の
が
多
数
存
在

す
る
。も
っ
と
積
極
的
に
県
産
品
を
売
り
込

め
ば
商
機
は
開
け
る
は
ず
だ
。

こ
の
秋
に
は「
輸
出
物
品
販
売
場
制
度
」

の
改
正
に
よ
り
、消
費
税
免
税
対
象
に
食
品

類
・
飲
料
類
・
薬
品
類
・
化
粧
品
類
等
の
消

耗
品
も
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。所
轄
の
税

務
署
へ
所
定
の
申
請
手
続
を
行
え
ば
免
税

カ
ウ
ン
タ
ー
設
置
が
可
能
と
な
る
の
で
、是

非
申
請
を
お
す
す
め
し
た
い
。

ま
た
、中
国
人
に
は
何
が
売
れ
る
の
か
、

ど
ん
な
色
味
や
デ
ザ
イ
ン
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

が
好
ま
れ
る
か
、な
ど
を
つ
か
み
た
い
県
内

事
業
者
向
け
に
、今
年
度
は
那
覇
空
港
や
那

覇
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
外
国
人
観
光
客
向
け

の
県
産
品
物
産
展
を
開
催
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。中
国
人
の
嗜
好
や
売
れ
筋
把
握
を

目
的
と
し
た
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、販

売
方
法
や
言
語
対
応
等
を
試
す
テ
ス
ト
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
と
し
て
活
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、現
在
調
整
中
だ
。

こ
れ
ま
で
沖
縄
で
は
、国
内
か
ら
の
観
光

客
の
増
加
に
連
動
し
て
、東
京
を
は
じ
め
本

土
全
域
で
沖
縄
料
理
店
が
急
増
し
、県
産
品

の
移
出
量
が
増
加
し
た
と
い
う
実
績
が
あ

る
。香
港
市
場
も
同
様
の
経
緯
を
た
ど
っ
て

い
る
。中
国
人
が
沖
縄
で
沢
山
の
県
産
品
を

購
入
し
、良
さ
を
実
感
す
る
こ
と
で
、帰
国

後
の
県
産
品
消
費
拡
大
も
期
待
で
き
る
。観

光
を
糸
口
に
県
産
品
の
消
費
拡
大
を
図
る

こ
う
し
た「
沖
縄
型
成
功
モ
デ
ル
」を
、上

海
を
は
じ
め
中
国
市
場
で
も
ぜ
ひ
展
開
し

て
い
き
た
い
。

※

出
典
：
平
成
25
年
度
外
国
人
観
光
客
実
態

調
査
概
要
報
告（

平
成
25
年
度
観
光
客
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
発
表
会
資
料
よ
り
）

沖
縄
県
内
に
は
、多
様
で
独
自
性
に
富

む
文
化
や
芸
能
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
文
化
資
源
を
活
用
し
た
コ
ン

テ
ン
ツ
産
業
を
振
興
す
る
た
め
、映
像
・

ゲ
ー
ム
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
3
分

野
を
対
象
に
平
成
22
年
度
よ
り「
沖
縄
文

化
等
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
創
出
支
援
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

県
内
コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
企
業
の
多
く

は
中
小
企
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、コ
ン
テ

ン
ツ
制
作
資
金
支
援
の
た
め
に
、5
億
円

規
模
の「
沖
縄
文
化
等
コ
ン
テ
ン
ツ
フ
ァ

ン
ド（
基
金
）」を
創
設
し
、5
千
万
円
を

上
限
に
総
事
業
費
の
80
％
以
内
の
制
作

資
金
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、公
社
内
に
ハ
ン
ズ
オ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
プ

ラ
ン
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
事
業
化

戦
略
の
検
討
、県
外
・
海
外
へ
の
販
路
開

拓
、著
作
権
等
の
管
理
、収
益
の
向
上
な

ど
、コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
連
し
た

一
連
の
作
業
に
関
す
る
ハ
ン
ズ
オ
ン
支

援
を
実
施
す
る
こ
と
で
、プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
等
県
内
コ
ン
テ

ン
ツ
関
連
事
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、映
像
分
野
4
件
及
び
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
分
野
1
件
の
計
5

件
に
投
資
を
実
行
し
、ハ
ン
ズ
オ
ン
支

援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、コ
ン
テ

ン
ツ
関
連
企
業
か
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
企

画
・
制
作
や
販
路
開
拓
等
の
相
談
に
対
し

ア
ド
バ
イ
ス
や
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
日
々

行
っ
て
い
ま
す
。

案
件
の
ご
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。ま
ず
は
皆
様
の「
こ
ん
な
こ
と

し
た
い
」「
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」を
ぜ

ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

海外REPORT

from 上海
上海事務所長　金城 達雄

中
国
進
出
へ
の
足
が
か
り
は

中
国
人
観
光
客
の
取
り
込
み
か
ら

オール 沖 縄ロケで 製 作され た「カラカラ」。写 真 の 国 際
通りなど那覇市内をはじめ、今帰仁村や南城市、伊是名
島、伊平屋島などでも撮影が行われた

沖
縄
文
化
等
を
活
用
し
た
コ
ン

テ
ン
ツ
制
作
を
支
援
し
ま
す
！

支援作品紹介

沖縄県産業振興公社ではさまざまな事業を行い、県内の企業を支援しています。
今回は「沖縄文化等コンテンツ産業創出支援事業」を紹介します。

2011年に映画製作会社として同社
を設立し、初の長編作品として「大人の 
家出」をコンセプトにした本作を制作 
する際に、「沖縄文化等コンテンツ産業
創出支援事業」の支援を受けました。
本作は海外の多くの映画祭に招待さ
れ、2012年モントリオール世界映画祭
では「世界に開かれた視点賞」・「観客
賞」をダブル受賞しました。

支援を通じて企画管理・制作・配給販売に関する 
スキルを一段と向上させることができました。

株式会社ククルビジョン　 宮平貴子さん

映画

(c) 2012 KARAKARA PARTNERS & ZUNO FILMS

★

●問い合わせ：海外・ビジネス支援課　担当：足立　☎ 098-859-6238

上海

県 内 小 売 店 の 店 頭 で も 多 言 語 対 応 が 
進みつつある

株式会社 トリム
那覇市宇栄原
1-26-23
☎098-857-7386
http://www.trims.co.jp/

　
平
成
８
年
か
ら
廃
ガ
ラ
ス
の
再
資
源
化
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
た
株
式
会
社
ト
リ
ム
は
今
年

２
月
、
同
社
が
特
許
を
有
す
る
廃
ガ
ラ
ス
再
資

源
化
プ
ラ
ン
ト
を
台
湾
に
出
荷
し
、
台
湾
企
業

が
現
地
で
人
工
軽
石「
ス
ー
パ
ー
ソ
ル
」を
製
造
・

販
売
す
る
こ
と
を
認
め
る
契
約
を
交
わ
し
た
。

　
ス
ー
パ
ー
ソ
ル
と
は
廃
ガ
ラ
ス
を
微
粉
末
化

し
、
焼
成
発
泡
さ
せ
た
も
の
。
無
機
質
で
多
孔

質
構
造
の
特
性
を
持
ち
、
土
木
資
材
や
土
壌
改

良
材
、
水
質
浄
化
材
な
ど
幅
広
い
用
途
で
活
用

オンリーワンの技術である
「廃ガラス再資源化プラント」を
沖縄から台湾へ、そしてアジア全域へ

株式会社トリム

で
き
る
。
資
源
の
再
利
用
や
環
境

美
化
と
い
っ
た
面
に
加
え
て
採
算
性

も
望
め
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
国

内
各
地
に
14
基
の
廃
ガ
ラ
ス
再
資

源
化
プ
ラ
ン
ト
を
納
入
し
て
き
た
。

　
代
表
取
締
役
社
長
の
坪
井
巖
さ

ん
は
、「
世
界
を
見
て
も
他
に
同
じ

も
の
が
な
い
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

技
術
が
当
社
の
強
み
で
す
」
と
話

す
。
そ
の
独
自
性
が
評
価
さ
れ
、

７
年
前
に
経
済
産
業
省
の
「
元
気

な
モ
ノ
作
り
中
小
企
業
３
０
０
社
」

に
同
社
の
プ
ラ
ン
ト
が
登
録
さ
れ

る
と
、
18
カ
国
も
の
大
使
館
の
技

術
担
当
者
が
視
察
に
訪
れ
た
と
い

う
。
世
界
中
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と

確
信
す
る
一
方
、
海
外
へ
の
プ
ラ

ン
ト
輸
出
に
は
分
厚
い
壁
が
あ
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。

　
プ
ラ
ン
ト
を
導
入
す
る
上
で
課
題
に
な
る
の

は
、
設
置
場
所
や
導
入
費
用
、
原
料
と
な
る
廃

ガ
ラ
ス
の
確
保
と
、
販
売
先
の
確
保
。
こ
の
う

ち
一
つ
で
も
欠
け
る
と
導
入
は
難
し
く
な
る
。

事
実
、
海
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
相
談
は
非

常
に
多
く
寄
せ
ら
れ
た
が
、
法
規
制
な
ど
の

壁
に
阻
ま
れ
、
契
約
直
前
に
振
り
出
し
に
戻

る
こ
と
も
あ
っ
た
。「
な
ん
と
か
突
破
口
を
探

り
た
い
と
、
産
業
振
興
公
社
が
主
催
す
る
海

外
経
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
な
ど
、
現

地
企
業
と
じ
か
に
接
点
を
持
つ
経
験
を
重
ね

て
き
ま
し
た
」
と
代
表
取
締
役
会
長
の
新
城

博
さ
ん
は
語
る
。

　
そ
ん
な
中
、
新
城
さ
ん
た
ち
は
台
湾

で
の
大
き
な
潜
在
需
要
を
つ
か
む
。
台

湾
で
は
魚
や
エ
ビ
の
養
殖
業
が
盛
ん
だ

が
、
国
内
に
９
０
０
０
カ
所
近
く
も
あ

る
と
い
う
養
殖
池
の
水
質
維
持
に
苦
慮

し
て
い
る
と
い
う
の
だ
。

　「
ス
ー
パ
ー
ソ
ル
で
の
水
質
浄
化
に
つ

い
て
は
、
国
内
の
養
殖
業
者
で
既
に
実
績
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
台
湾
で
産
官
学
の
連
携
実

績
豊
富
な
豊
兆
航
太
社
を
訪
れ
た
こ
と
が
非
常

に
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
」
と
坪
井
さ
ん
。

水
質
浄
化
は
台
湾
政
府
の
重
要
テ
ー
マ
で
、
国

の
施
策
と
も
一
致
す
る
。
豊
兆
航
太
社
を
コ
ア

と
す
る
政
府
機
関
や
大
学
等
の
研
究
機
関
と
の

連
携
が
進
む
一
方
、
台
湾
企
業
に
よ
る
日
本
国

内
事
例
の
視
察
や
台
湾
で
の
実
証
実
験
な
ど
も

積
み
重
ね
て
い
き
、
豊
兆
航
太
社
を
含
む
３
社

が
出
資
し
て
設
立
し
た
新
会
社
「
豊
益
元
」と
ト

リ
ム
と
の
間
で
遂
に
契
約
を
締
結
。
現
在
は
９

月
に
１
基
目
を
稼
働
す
る
べ
く
準
備
を
進
め
て

お
り
、来
年
中
に
は
さ
ら
に
２
基
納
入
予
定
だ
。

　
悲
願
の
海
外
進
出
成
就
に
つ
い
て
、
坪
井
さ

ん
は
「
国
家
規
模
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
こ
と
、

そ
し
て
契
約
締
結
に
は
不
可
欠
だ
っ
た
産
官
学

の
連
携
を
着
実
に
実
現
で
き
た
こ
と
が
決
め
手

で
し
た
ね
」
と
振
り
返
る
。

　
台
湾
は
沖
縄
か
ら
飛
行
機
で
一
時
間
程
と
近

く
、
納
入
後
の
フ
ォ
ロ
ー
も
し
や
す
い
。
ま
た

台
湾
で
実
績
を
つ
く
れ
ば
、
ア
ジ
ア
諸
国
に

と
っ
て
日
本
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
が
よ
り
身
近
に

な
る
と
い
う
効
果
も
見
込
め
る
。
新
城
さ
ん
は

「
台
湾
に
足
が
か
り
を
得
た
こ
と
で
、
今
後
は

中
国
本
土
や
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
の
展
開
も
視

野
に
入
れ
て
い
き
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　
ど
れ
ほ
ど
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技
術
・
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
商
品
を
有
し
て
い
て
も
、
海
外
進
出

は
決
し
て
た
や
す
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

越
え
ら
れ
な
い
壁
は
な
い
。
新
城
さ
ん
・
坪
井

さ
ん
率
い
る
ト
リ
ム
の
、
長
年
に
わ
た
る
不
屈

の
挑
戦
が
、
そ
う
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

フ
ォ
ン
ザ
ォ
ハ
ン
タ
イ

フ
ォ
ン
イ
ー
エ
ン
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海外・県外の市場への参入を遂げた県内企業は、どのように商品や
サービスを開発し、また競争力を高めるための取り組みを行ってきたのか。
今回は台湾進出を果たした株式会社トリムの挑戦をレポートする。

廃
ガ
ラ
ス
再
資
源
化
プ
ラ
ン
ト
の

台
湾
輸
出
契
約
を
遂
に
締
結

海を渡る
挑戦者たち

産
官
学
の
連
携
に
優
れ
た

台
湾
現
地
企
業
に
ア
プ
ロ
ー
チ

台湾企業の現地事務所にて調印式に臨む坪井さん

廃ガラス再資源化プラントの内部。数々の特
許技術・独自技術が随所に駆使されている

廃ガラスから生まれ変わった「スーパーソル」をバックに、左から代表取締役会長・新城博さん、
代表取締役社長・坪井巖さん
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●問い合わせ：産業振興部 産業振興課　
担当：コンテンツ係　☎ 098-859-6239　S098-859-6233　Bcontents@okinawa-ric.or.jp

昨
年
度
、沖
縄
を
訪
れ
た
中
国
人
観
光
客

数
は
６
万
８
０
０
０
人
と
な
り
、過
去
最
高

を
更
新
し
た
。さ
ら
に
県
が
今
年
度
掲
げ
る

15
万
人
と
い
う
目
標
値
も
、達
成
は
十
分
可

能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

中
国
の
旅
行
社
や
在
上
海
日
本
総
領
事

館
に
よ
る
と
、沖
縄
を
訪
問
す
る
中
国
人
観

光
客
の
客
層
は
家
族
旅
行
や
若
い
女
性
同

士
の〝
女
子
旅
〟が
中
心
だ
そ
う
だ
。

そ
ん
な
彼
ら
の
特
徴
を
表
す
数
字
の
ひ

と
つ
が
、観
光
消
費
額
で
あ
る
。彼
ら
は
、

一
度
の
沖
縄
旅
行
で
一
人
当
た
り
平
均

約
15
万
円
を
消
費
す
る（
航
空
代
金
除
く

※
）。日
本
人
観
光
客
の
2
倍
以
上
の
金
額

だ
。そ
の
う
ち
半
分
以
上
が
物
品
購
入
で
、

お
菓
子
や
化
粧
品
、ブ
ラ
ン
ド
品
、電
化
製

品
な
ど
が
買
わ
れ
て
い
る
。し
か
し
、お
菓

子
以
外
は
県
外
商
品
が
主
で
、県
産
品
の

販
売
機
会
の
損
失
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

県
産
品
に
は
、沖
縄
ら
し
い
独
自
性
を
持

つ
化
粧
品
や
健
康
食
品
、ま
た
赤
・
黄
色
な

ど
色
鮮
や
か
な
紅
型
モ
チ
ー
フ
の
小
物
な

ど
、中
国
人
に
好
ま
れ
る
も
の
が
多
数
存
在

す
る
。も
っ
と
積
極
的
に
県
産
品
を
売
り
込

め
ば
商
機
は
開
け
る
は
ず
だ
。

こ
の
秋
に
は「
輸
出
物
品
販
売
場
制
度
」

の
改
正
に
よ
り
、消
費
税
免
税
対
象
に
食
品

類
・
飲
料
類
・
薬
品
類
・
化
粧
品
類
等
の
消

耗
品
も
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。所
轄
の
税

務
署
へ
所
定
の
申
請
手
続
を
行
え
ば
免
税

カ
ウ
ン
タ
ー
設
置
が
可
能
と
な
る
の
で
、是

非
申
請
を
お
す
す
め
し
た
い
。

ま
た
、中
国
人
に
は
何
が
売
れ
る
の
か
、

ど
ん
な
色
味
や
デ
ザ
イ
ン
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

が
好
ま
れ
る
か
、な
ど
を
つ
か
み
た
い
県
内

事
業
者
向
け
に
、今
年
度
は
那
覇
空
港
や
那

覇
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
外
国
人
観
光
客
向
け

の
県
産
品
物
産
展
を
開
催
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。中
国
人
の
嗜
好
や
売
れ
筋
把
握
を

目
的
と
し
た
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、販

売
方
法
や
言
語
対
応
等
を
試
す
テ
ス
ト
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
と
し
て
活
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、現
在
調
整
中
だ
。

こ
れ
ま
で
沖
縄
で
は
、国
内
か
ら
の
観
光

客
の
増
加
に
連
動
し
て
、東
京
を
は
じ
め
本

土
全
域
で
沖
縄
料
理
店
が
急
増
し
、県
産
品

の
移
出
量
が
増
加
し
た
と
い
う
実
績
が
あ

る
。香
港
市
場
も
同
様
の
経
緯
を
た
ど
っ
て

い
る
。中
国
人
が
沖
縄
で
沢
山
の
県
産
品
を

購
入
し
、良
さ
を
実
感
す
る
こ
と
で
、帰
国

後
の
県
産
品
消
費
拡
大
も
期
待
で
き
る
。観

光
を
糸
口
に
県
産
品
の
消
費
拡
大
を
図
る

こ
う
し
た「
沖
縄
型
成
功
モ
デ
ル
」を
、上

海
を
は
じ
め
中
国
市
場
で
も
ぜ
ひ
展
開
し

て
い
き
た
い
。

※

出
典
：
平
成
25
年
度
外
国
人
観
光
客
実
態

調
査
概
要
報
告（

平
成
25
年
度
観
光
客
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
発
表
会
資
料
よ
り
）

沖
縄
県
内
に
は
、多
様
で
独
自
性
に
富

む
文
化
や
芸
能
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
文
化
資
源
を
活
用
し
た
コ
ン

テ
ン
ツ
産
業
を
振
興
す
る
た
め
、映
像
・

ゲ
ー
ム
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
3
分

野
を
対
象
に
平
成
22
年
度
よ
り「
沖
縄
文

化
等
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
創
出
支
援
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

県
内
コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
企
業
の
多
く

は
中
小
企
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、コ
ン
テ

ン
ツ
制
作
資
金
支
援
の
た
め
に
、5
億
円

規
模
の「
沖
縄
文
化
等
コ
ン
テ
ン
ツ
フ
ァ

ン
ド（
基
金
）」を
創
設
し
、5
千
万
円
を

上
限
に
総
事
業
費
の
80
％
以
内
の
制
作

資
金
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、公
社
内
に
ハ
ン
ズ
オ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
プ

ラ
ン
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
事
業
化

戦
略
の
検
討
、県
外
・
海
外
へ
の
販
路
開

拓
、著
作
権
等
の
管
理
、収
益
の
向
上
な

ど
、コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
連
し
た

一
連
の
作
業
に
関
す
る
ハ
ン
ズ
オ
ン
支

援
を
実
施
す
る
こ
と
で
、プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
等
県
内
コ
ン
テ

ン
ツ
関
連
事
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、映
像
分
野
4
件
及
び
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
分
野
1
件
の
計
5

件
に
投
資
を
実
行
し
、ハ
ン
ズ
オ
ン
支

援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、コ
ン
テ

ン
ツ
関
連
企
業
か
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
企

画
・
制
作
や
販
路
開
拓
等
の
相
談
に
対
し

ア
ド
バ
イ
ス
や
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
日
々

行
っ
て
い
ま
す
。

案
件
の
ご
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。ま
ず
は
皆
様
の「
こ
ん
な
こ
と

し
た
い
」「
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」を
ぜ

ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

海外REPORT

from 上海
上海事務所長　金城 達雄

中
国
進
出
へ
の
足
が
か
り
は

中
国
人
観
光
客
の
取
り
込
み
か
ら

オール 沖 縄ロケで 製 作され た「カラカラ」。写 真 の 国 際
通りなど那覇市内をはじめ、今帰仁村や南城市、伊是名
島、伊平屋島などでも撮影が行われた

沖
縄
文
化
等
を
活
用
し
た
コ
ン

テ
ン
ツ
制
作
を
支
援
し
ま
す
！

支援作品紹介

沖縄県産業振興公社ではさまざまな事業を行い、県内の企業を支援しています。
今回は「沖縄文化等コンテンツ産業創出支援事業」を紹介します。

2011年に映画製作会社として同社
を設立し、初の長編作品として「大人の 
家出」をコンセプトにした本作を制作 
する際に、「沖縄文化等コンテンツ産業
創出支援事業」の支援を受けました。
本作は海外の多くの映画祭に招待さ
れ、2012年モントリオール世界映画祭
では「世界に開かれた視点賞」・「観客
賞」をダブル受賞しました。

支援を通じて企画管理・制作・配給販売に関する 
スキルを一段と向上させることができました。

株式会社ククルビジョン　 宮平貴子さん

映画

(c) 2012 KARAKARA PARTNERS & ZUNO FILMS

★

●問い合わせ：海外・ビジネス支援課　担当：足立　☎ 098-859-6238

上海

県 内 小 売 店 の 店 頭 で も 多 言 語 対 応 が 
進みつつある
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ー 

自
分
自
身
の
ル
ー
ツ「
沖
縄
」を

 

知
る
た
め
に
飛
び
込
ん
だ
放
送
業
界

　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
聞
き
心
地
の
良
い
声
を

持
ち
味
に
、ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍

す
る
中
村
一
枝
さ
ん
。放
送
業
界
に
入
っ
た
動

機
は「
両
親
の
故
郷
で
あ
り
、幼
少
時
代
に
毎

年
訪
れ
て
い
た
沖
縄
の
こ
と
を
深
く
知
り
た

い
」と
い
う
強
い
思
い
か
ら
だ
っ
た
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
愛
知
県
を
離
れ
て
沖
縄
へ

単
身
移
住
し
、中
学
校
教
諭
を
経
て
放
送
業

界
へ
転
職
。未
経
験
の
ま
ま
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

ス
番
組
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
を
担
当
し
た
。

「
沖
縄
の
抱
え
る
社
会
問
題
を
は
じ
め
芸
能

や
経
済
な
ど
、様
々
な
分
野
の
ゲ
ス
ト
か
ら
話

を
伺
う
こ
と
で
、沖
縄
の
輪
郭
が
見
え
て
き

た
思
い
が
し
ま
し
た
」と
振
り
返
る
。

ー 

Ｏ
Ｖ
Ｓ
キ
ャ
ス
タ
ー
時
代
に
出
会
っ
た

 

沖
縄
の
社
会
に
貢
献
す
る
経
営
者
た
ち

　
２
０
０
１
年
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
の

活
動
を
開
始
し
た
中
村
さ
ん
は
、２
０
０
5
年

か
ら「
沖
縄
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
タ
ジ
オ
」の
テ
レ

ビ
番
組
キ
ャ
ス
タ
ー
を
約
5
年
間
務
め
、沖
縄

の
経
営
者
や
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
ら
約
３
０
０
人

を
取
材
し
、レ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。

　
「
実
は
経
済
に
は
苦
手
意
識
が
あ
っ
た
の

で
、私
に
キ
ャ
ス
タ
ー
が
務
ま
る
の
か
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。で
も
取
材
し
て
み
る
と
、

会
社
に
は
経
営
者
の
信
念
や
想
い
が
反
映
さ

れ
て
、数
字
で
は
な
く『
人
』を
主
役
に
し
た

ド
ラ
マ
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
ん
で

す
。
使
命
感
を
持
っ
て
起
業
し
、人
材
を
育

て
、沖
縄
の
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
経
営
者
が

こ
ん
な
に
い
る
と
思
う
と
嬉
し
く
て
、応
援

す
る
気
持
ち
で
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。深
夜

に
放
送
し
て
い
た
時
代
で
も『
観
て
い
る
よ
』

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、反

響
も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
」

ー 

若
者
が
夢
を
描
き
や
す
い
社
会
を
。

 

沖
縄
の
未
来
を
担
う
人
材
支
援
に
挑
戦

　
２
０
１
１
年
、出
産
を
機
に
充
電
期
間
を
設

け
た
中
村
さ
ん
だ
が
、１
年
後
に
は
仕
事
に
復

帰
。ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
再
び

活
躍
す
る
一
方
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の
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出
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っ
玉
母
さ
ん
に
な
る
こ
と

OVS NEWS
あ
る
べ
き
姿
を
目
指
し
経
済
革
新

に
挑
戦
す
る
企
業
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
当
社
の
主
力
商
品
は
、
世
界
初
の
特
許
製

法「
ド
ラ
イ
ミ
ス
ト
製
法
」に
よ
り
生
ま
れ
る
、

の
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
む
海
塩
『
ぬ
ち
ま
ー
す
』

で
す
。
こ
の
ぬ
ち
ま
ー
す
の
中
で
も
最
も
微

当
社
の
主
力
商
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は
、
世
界
初
の
特
許
製
法

「
ド
ラ
イ
ミ
ス
ト
製
法
」
に
よ
り
生
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れ
る
細

な
粒
を
集
め
た
美
容
用
マ
ッ
サ
ー
ジ
ソ
ル
ト

が
『
シ
ル
ク
ソ
ル
ト
』
で
す
。
こ
れ
に
は
タ

ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
効
果
が
あ
り
、
商
品
評
価
も

高
く
、
昨
年
は
年
間
5
0
0
0
本
を
売
り
上

げ
ま
し
た
が
、「
容
器
か
ら
出
し
づ
ら
い
、
使

い
方
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど
と
い
う
点
で
リ

ピ
ー
タ
ー
に
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
、
使
い
や
す
く
、
日
常
的
に
使
用
で

き
る
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
ス
キ
ン
ケ
ア
シ
リ
ー

ズ
の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
『
シ
ル
ク
ソ
ル
ト
』
を
高
配
合
し
た
基
礎

化
粧
品
が
『
ぬ
ち
肌
』
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
既

存
の
『
シ
ル
ク
ソ
ル
ト
』
は
ボ
ト
ル
口
で
塩

が
詰
ま
り
や
す
か
っ
た
た
め
、
穴
径
を
大
き

く
し
使
い
や
す
く
改
良
し
ま
し
た
。
ま
た
、

新
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に『
シ
ル
ク
ソ
ル
ト
』を
配
合
し
た
石
鹼
、

リ
キ
ッ
ド
ク
レ
ン
ジ
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グ
、
ロ
ー
シ
ョ
ン
、

マ
ス
ク
を
開
発
し
ま
し
た
。
海
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高
配
合
を

可
能
と
す
る
技
術
を
も
つ
製
造
元
の
開
拓
に

よ
り
、
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界
で
は
海
塩
配
合
率
１
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が
限
度

と
い
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る
中
、
商
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特
許
製
法

「
ド
ラ
イ
ミ
ス
ト
製
法
」
に
よ
り
生
ま
れ
る
細

な
粒
を
集
め
た
美
容
用
マ
ッ
サ
ー
ジ
ソ
ル
ト

が
『
シ
ル
ク
ソ
ル
ト
』
で
す
。
こ
れ
に
は
タ

ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
効
果
が
あ
り
、
商
品
評
価
も

高
く
、
昨
年
は
年
間
5
0
0
0
本
を
売
り
上

げ
ま
し
た
が
、「
容
器
か
ら
出
し
づ
ら
い
、
使

い
方
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど
と
い
う
点
で
リ

ピ
ー
タ
ー
に
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
、
使
い
や
す
く
、
日
常
的
に
使
用
で

き
る
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
ス
キ
ン
ケ
ア
シ
リ
ー

ズ
の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
『
シ
ル
ク
ソ
ル
ト
』
を
高
配
合
し
た
基
礎

化
粧
品
が
『
ぬ
ち
肌
』
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
既

存
の
『
シ
ル
ク
ソ
ル
ト
』
は
ボ
ト
ル
口
で
塩

が
詰
ま
り
や
す
か
っ
た
た
め
、
穴
径
を
大
き

く
し
使
い
や
す
く
改
良
し
ま
し
た
。
ま
た
、

新
た
に『
シ
ル
ク
ソ
ル
ト
』を
配
合
し
た
石
鹼
、

リ
キ
ッ
ド
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
、
ロ
ー
シ
ョ
ン
、

マ
ス
ク
を
開
発
し
ま
し
た
。
海
塩
高
配
合
を

可
能
と
す
る
技
術
を
も
つ
製
造
元
の
開
拓
に

よ
り
、
業
界
で
は
海
塩
配
合
率
１
％
が
限
度

と
い
わ
れ
る
中
、
商
品
ア
イ
テ
ム
に
よ
り
５
％

か
ら
30
％
の
配
合
率
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

あ
る
べ
き
姿
を
目
指
し
経
済
革
新

に
挑
戦
す
る
企
業
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
当
社
の
主
力
商
品
は
、
世
界
初
の
特
許
製

法「
ド
ラ
イ
ミ
ス
ト
製
法
」に
よ
り
生
ま
れ
る
、

の
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
む
海
塩
『
ぬ
ち
ま
ー
す
』

で
す
。
こ
の
ぬ
ち
ま
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す
の
中
で
も
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も
微

当
社
の
主
力
商
品
は
、
世
界
初
の
特
許
製
法

「
ド
ラ
イ
ミ
ス
ト
製
法
」
に
よ
り
生
ま
れ
る
細

な
粒
を
集
め
た
美
容
用
マ
ッ
サ
ー
ジ
ソ
ル
ト

が
『
シ
ル
ク
ソ
ル
ト
』
で
す
。
こ
れ
に
は
タ

ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
効
果
が
あ
り
、
商
品
評
価
も

高
く
、
昨
年
は
年
間
5
0
0
0
本
を
売
り
上

げ
ま
し
た
が
、「
容
器
か
ら
出
し
づ
ら
い
、
使

い
方
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど
と
い
う
点
で
リ

ピ
ー
タ
ー
に
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
、
使
い
や
す
く
、
日
常
的
に
使
用
で

き
る
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
ス
キ
ン
ケ
ア
シ
リ
ー

ズ
の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
『
シ
ル
ク
ソ
ル
ト
』
を
高
配
合
し
た
基
礎

化
粧
品
が
『
ぬ
ち
肌
』
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
既

存
の
『
シ
ル
ク
ソ
ル
ト
』
は
ボ
ト
ル
口
で
塩

が
詰
ま
り
や
す
か
っ
た
た
め
、
穴
径
を
大
き

く
し
使
い
や
す
く
改
良
し
ま
し
た
。
ま
た
、

新
た
に『
シ
ル
ク
ソ
ル
ト
』を
配
合
し
た
石
鹼
、

リ
キ
ッ
ド
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
、
ロ
ー
シ
ョ
ン
、

マ
ス
ク
を
開
発
し
ま
し
た
。
海
塩
高
配
合
を

可
能
と
す
る
技
術
を
も
つ
製
造
元
の
開
拓
に

よ
り
、
業
界
で
は
海
塩
配
合
率
１
％
が
限
度

と
い
わ
れ
る
中
、
商
品
ア
イ
テ
ム
に
よ
り
５
％

か
ら
30
％
の
配
合
率
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

当
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の
主
力
商
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は
、世
界
初
の
特
許
製
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ラ
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れ
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あるべき姿を目指し経済革新に挑戦する企業応援プロ
ジェクトがスタートします

経済革新に挑戦する企業応援プロ
ジェクトがスタートします

平
成
26
年
6
月
2
日
、全
国
一
斉
に「
よ

ろ
ず
支
援
拠
点
」が
開
所
し
ま
し
た
。「
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
」は
中
小
企
業
庁
に
よ
り
各
都

道
府
県
に
1
カ
所
ず
つ
設
置
さ
れ
、①
総
合

的
・
先
進
的
ア
ド
バ
イ
ス
、②
チ
ー
ム
の
編

成
を
通
じ
た
支
援
、③
地
域
の
支
援
機
関
と

連
携
し
て
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
、と

い
う
3
つ
の
支
援
を
通
じ
て
、中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
売
上
向
上
、生
産
性
向
上
、資

金
繰
り
改
善
、創
業
、事
業
再
生
、事
業
引
継

ぎ
等
の
各
種
経
営
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
サ
ー
ビ
ス
内
容

総
合
的
・
先
進
的
ア
ド
バ
イ
ス

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
課
題
を
分
析

し
、一
定
の
解
決
策
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

（
具
体
例
）

● 

売
上
拡
大
に
係
る
支
援

（
企
業
の
強
み
を
分
析
し
、
新
た
な
顧
客
獲

得
等
に
つ
な
げ
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
首
都
圏
・

海
外
等
へ
の
進
出
支
援
等
）

● 

再
生
・
経
営
改
善
案
件
へ
の
丁
寧
な
対
応

● 

現
場
改
善
（
生
産
性
向
上
）
に
係
る
ア
ド 

バ
イ
ス

　
等

チ
ー
ム
の
編
成
を
通
じ
た
支
援

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
課
題
に
応

じ
、複
数
の
支
援
機
関
、公
的
機
関
、企
業
Ｏ
Ｂ

等
の「
支
援
専
門
家
」と
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
、

相
談
に
対
応
し
ま
す
。

（
具
体
例
） 

● 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
抱
え
る
複
数

の
経
営
課
題
（
会
計
書
類
の
未
整
備
、
売
上

低
迷
、
資
金
繰
り
悪
化
等
）
に
対
し
、
適
切

な
支
援
が
で
き
る
支
援
機
関
、
支
援
専
門
家

に
よ
る
支
援
チ
ー
ム
を
編
成

● 

課
題
解
決
に
具
体
的
な
リ
ソ
ー
ス
を
提
供
す

る
大
企
業
、
大
学
、
病
院
等
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

ベ
ー
ス
で
の
連
携
を
支
援

　
等

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

地
域
の
支
援
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
て
、経
営
課
題
に
応
じ
て
的
確
な
支
援
機

関
等
を
紹
介
し
ま
す
。

産
業
振
興
公
社
で
は
、よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の

事
業
開
始
に
先
が
け
、「
経
営
革
新
等
支
援
機

関
」と
し
て
認
定
を
受
け
ま
し
た
。経
営
革
新

等
支
援
機
関
と
は
、平
成
24
年
に
施
行
さ
れ
た

「
中
小
企
業
経
営
力
強
化
支
援
法
」に
基
づ
き
、

専
門
性
の
高
い
企
業
支
援
を
行
う
機
関
を
認

定
す
る
制
度
で
す
。産
業
振
興
公
社
が「
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
」と「
経
営
革
新
等
支
援
機
関
」双

方
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
よ
り
、よ
り
き
め
細

や
か
な
、よ
り
親
身
な
相
談
対
応
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
ず
は
お
気
軽
に
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
た
め
の
経
営
相
談
所

「
沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」が
産
業
振
興
公
社
内
に
開
所
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1 まずは、
「よろず支援拠点」あて
お電話ください
☎ 098-859-6237

2 相談内容を
ヒアリング後、来所いただ
き、解決策を提案します

（総合的・先進的アドバイス）

3 相談内容に応じて
専門家チームを編成し
対応します

（チーム編成を通じた支援）

4 相談内容に応じて
適切な機関にお繋ぎし
ます

（ワンストップサービス）

 問い合わせ：経営支援課 沖縄県よろず支援拠点担当：上地・大山・新垣
  ☎ 098-859-6237 Byorozu@okinawa-ric.or.jp

よろず支援拠点　ご利用の流れ
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代表取締役社長の徳門さん（左）と津波さん

有限会社ラミネックスセンター
那覇市辻1-9-1（那覇店）
☎098-869-1110　
http://www.laminex-c.jp/

（「にくきゅうフレーム」専用サイト）
http://www.nikukyu.co/

ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
開

発
す
る
な
ど
、独
自
の
取
り
組
み

で
”オ
ン
リ
ー
ワ
ン
”   を
目
指
す
企

業
を
ご
紹
介
し
た
り
、沖
縄
県
産
業

振
興
公
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
企

業
の
新
商
品
情
報
や
、講
演
会
・
懇

親
会
の
企
画
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

サ
イ
ズ
測
定
を
行
っ
て
も
ら
い
、そ
の
デ
ー
タ
か

ら
足
型
を
再
現
す
る
方
法
を
思
い
つ
い
た
。
さ

ら
に
、額
の
デ
ザ
イ
ン
も
社
外
専
門
家
の
監
修
の

下
で
磨
き
を
か
け
、愛
犬
家
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
や
県
外
の
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
で
の
反
響
も
ふ
ま

え
て
商
品
化
し
た
。
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
で
は
県
外

ペ
ッ
ト
愛
好
家
か
ら
の
反
応
が
よ
く
、手
応
え
を

感
じ
て
い
る
と
い
う
。

　「
に
く
き
ゅ
う
フ
レ
ー
ム
」
の
他
に
も
飲
食
店
向

け
の
「
多
言
語
メ
ニ
ュ
ー
」
や
美
し
い
紅
型
柄
の

「
か
り
ゆ
し
名
刺
」
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
を

次
々
と
開
発
し
て
い
る
同
社
。
代
表
取
締
役
社
長

の
徳
門
聡
佳
さ
ん
は
、「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
商
品
を

出
す
と
い
う
意
識
は
高
い
で
す
。
常
に
お
客
様
の

先
を
行
く
た
め
、
設
備
投
資
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
」と
語
る
。
部
署
の
垣
根
を
越
え
、
社
員
有

志
で
結
成
さ
れ
た「
ア
イ
デ
ィ
ア
ク
ラ
ブ（
仮
）」で

も
、
眠
っ
て
い
た
技
術
や
異
質
な
技
術
の
組
み
合

わ
せ
か
ら
新
た
な
発
想
が
生
ま
れ
、
実
際
の
商
品

化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。「
や
り
た
い
こ

と
を
や
ら
せ
て
も
ら
え
る
会
社
で
す
」
と
津
波
さ

ん
が
語
る
通
り
、
若
手
の
発
想
や
意
見
を
吸
い
上

げ
る
同
社
の
自
由
な
社
風
が
、
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品

開
発
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
や
大
判
プ
リ
ン
ト
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
有
限
会
社
ラ
ミ
ネ
ッ
ク
ス
セ

ン
タ
ー
。
今
年
４
月
、
ペ
ッ
ト
の
写
真
と
足
型
を

額
装
し
た
「
に
く
き
ゅ
う
フ
レ
ー
ム
」
を
販
売
開

始
し
た
。
昨
年
６
月
に
採
択
さ
れ
た
地
場
産
業

総
合
支
援
事
業
補
助
金
を
活
用
し
て
開
発
さ
れ

た
、県
外
で
も
注
目
を
集
め
る
新
商
品
だ
。

　
こ
れ
は
も
と
も
と
、同
社
の
先
代
社
長
が
20
年

以
上
も
前
に
確
立
さ
せ
た
技
術
が
ベ
ー
ス
に

な
っ
て
い
る
。
百
日
祝
い
な
ど
の
記
念
額
向
け

に
、特
殊
紙
を
発
泡
加
工
し
た
半
立
体
の
手
形
や

足
型
に
金
ぱ
く
を
貼
る
と
い
う
技
術
は
、樹
脂
や

ガ
ラ
ス
製
の
も
の
に
比
べ
、形
を
細
部
ま
で
忠
実

に
表
現
で
き
る
の
が
強
み
だ
と
い
う
。

　
し
か
し
、ペ
ッ
ト
の
足
型
を
取
る
の
は
同
社
も

初
め
て
。「
ま
ず
は
人
間
と
同
じ
よ
う
に
特
殊
イ

ン
ク
で
や
っ
て
み
ま
し
た
が
、毛
や
爪
が
邪
魔
し

て
う
ま
く
型
が
取
れ
ず
、い
き
な
り
暗
礁
に
乗
り

上
げ
ま
し
た（
笑
）」と
開
発
担
当
の
津
波
正
邦
さ

ん
。苦
慮
の
末
、
飼
い
主
に
肉
球
の
写
真
撮
影
と

有
限
会
社
ラ
ミ
ネ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー

家
族
の一員
に
な
っ
た
日
の
記
念
に…

愛
す
る
ペッ
ト
の「
に
く
き
ゅ
う
フ
レ
ー
ム
」

（公財）沖縄県産業振興公社では、さらなる企業支援の拡充・強化を目指し、ネットワーク会員を募集しています。会員特典として会員間の交流、有料セミナー･公社ホームペー
ジ･バナー広告･メールマガジンへの掲載料金の割引、ビジネス関連ビデオの貸し出しなど様々な特典メニューをご用意しています。
詳しくは  okinawa-ric.jp/useful/etc/4380.php まで。  担当：藤原

「マキ屋の紅こうじ」で美味クッキング！

7/25（金）那覇てぃるるで料理教室を開催

株式会社  マキ屋フーズ
☎0980-54-5889（担当：相川・安村）
http://www.okinawa-yanbaru.co.jp/

社会医療法人 敬愛会  
ちばなクリニック   沖縄がん診断センター
☎098-939-1302（担当：頭山・又吉・宮城）
http://nakagami.or.jp/

株式会社  白石
☎098-867-0411（担当：神村）
http://www.shiraishi-oki.jp

http://ovs.jp
沖縄ベンチャースタジオ 検 索

公社ネットワーク会員 PRESS RELEASE

　「料理の味に深みが出る」「まろやかで美味しい」と評判の「マ
キ屋の紅こうじ」（200g入り1,080円※税込）。名護で好評開催
中の「紅こうじを使ったお料理教室」を7/25（金）11～13時、那
覇てぃるる（那覇市西3-11-1）で開催します。メニューは「冷製トマ
トスパゲティ」。参加費は500円（材料費込み）で、お土産に「マキ
屋の紅こうじ」現品が付きます。申込は2日前までにお電話でどう
ぞ（先着16名）。

ショップオーナー注目！ここまでできる

ローコストな多機能レジスターが登場
　クレジット決済・ポイント決済・売上自動集計・多店舗集計など
機能満載のレジスター「RegiPro」。省スペース・省オペレーショ
ンで場所も取らずヒューマンエラーも防げ、どこでも確認できるク
ラウド型の管理システムで忙しいオーナーにも便利。お気軽にお
問い合わせ下さい。沖縄県内に75万人の会員を有するTポイン
ト加盟店、常連客が作れる顧客管理型のCNポイント加盟店も
募集中です。

一度に全身を検査できるPET-CTは

がんの早期発見に役立ちます！
　ちばなクリニック内「沖縄がん診断センター」に導入された
PET-CTは一度に全身の検査ができる最新鋭の装置で、初期の
病巣や転移を早期に発見し、治療効果を的確に判断できるなど
の利点があります。がんは1981年以来わが国の死亡原因の第
一位ですが、その治療法は着実に進歩しており、早期に発見され
れば有効な治療を受けることが可能です。早期発見に有効とされ
る精度の高い検査を、この機会にご検討ください。

ネ
�
ト
ワ
�
ク

会
員
広
場

元気企業
紹介

Like!

「にくきゅうフレーム」はPETBOX（那覇
店・北谷店）での販売の他、専用サイト
からの注文も可能。7,000円～（税別）

「多言語メニュー」は多言語
表記に加え、番号で料理を
オーダーできるよう表示に
も工夫。さらに食材ピクトグ
ラムでアレルギーや宗教性
への対応もカバーした
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ー 

自
分
自
身
の
ル
ー
ツ「
沖
縄
」を

 

知
る
た
め
に
飛
び
込
ん
だ
放
送
業
界

　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
聞
き
心
地
の
良
い
声
を

持
ち
味
に
、ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍

す
る
中
村
一
枝
さ
ん
。放
送
業
界
に
入
っ
た
動

機
は「
両
親
の
故
郷
で
あ
り
、幼
少
時
代
に
毎

年
訪
れ
て
い
た
沖
縄
の
こ
と
を
深
く
知
り
た

い
」と
い
う
強
い
思
い
か
ら
だ
っ
た
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
愛
知
県
を
離
れ
て
沖
縄
へ

単
身
移
住
し
、中
学
校
教
諭
を
経
て
放
送
業

界
へ
転
職
。未
経
験
の
ま
ま
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

ス
番
組
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
を
担
当
し
た
。

「
沖
縄
の
抱
え
る
社
会
問
題
を
は
じ
め
芸
能

や
経
済
な
ど
、様
々
な
分
野
の
ゲ
ス
ト
か
ら
話

を
伺
う
こ
と
で
、沖
縄
の
輪
郭
が
見
え
て
き

た
思
い
が
し
ま
し
た
」と
振
り
返
る
。

ー 

Ｏ
Ｖ
Ｓ
キ
ャ
ス
タ
ー
時
代
に
出
会
っ
た

 

沖
縄
の
社
会
に
貢
献
す
る
経
営
者
た
ち

　
２
０
０
１
年
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
の

活
動
を
開
始
し
た
中
村
さ
ん
は
、２
０
０
5
年

か
ら「
沖
縄
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
タ
ジ
オ
」の
テ
レ

ビ
番
組
キ
ャ
ス
タ
ー
を
約
5
年
間
務
め
、沖
縄

の
経
営
者
や
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
ら
約
３
０
０
人

を
取
材
し
、レ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。

　
「
実
は
経
済
に
は
苦
手
意
識
が
あ
っ
た
の

で
、私
に
キ
ャ
ス
タ
ー
が
務
ま
る
の
か
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。で
も
取
材
し
て
み
る
と
、

会
社
に
は
経
営
者
の
信
念
や
想
い
が
反
映
さ

れ
て
、数
字
で
は
な
く『
人
』を
主
役
に
し
た

ド
ラ
マ
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
ん
で

す
。
使
命
感
を
持
っ
て
起
業
し
、人
材
を
育

て
、沖
縄
の
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
経
営
者
が

こ
ん
な
に
い
る
と
思
う
と
嬉
し
く
て
、応
援

す
る
気
持
ち
で
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。深
夜

に
放
送
し
て
い
た
時
代
で
も『
観
て
い
る
よ
』

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、反

響
も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
」

ー 

若
者
が
夢
を
描
き
や
す
い
社
会
を
。

 

沖
縄
の
未
来
を
担
う
人
材
支
援
に
挑
戦

　
２
０
１
１
年
、出
産
を
機
に
充
電
期
間
を
設

け
た
中
村
さ
ん
だ
が
、１
年
後
に
は
仕
事
に
復

帰
。ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
再
び

活
躍
す
る
一
方
、沖
縄
の
芸
能
、ス
ポ
ー
ツ
、文

化
な
ど
の
様
々
な
分
野
で
夢
を
追
う
若
者
を

支
援
す
る
と
い
う
志
を
持
っ
て
、２
０
１
４
年

２
月
に
イ
ベ
ン
ト
企
画
や
舞
台
演
出
な
ど
を

行
う
会
社
を
設
立
し
た
。

　
「
来
年
春
に
は
う
る
ま
市

に
ス
タ
ジ
オ
を
併
設
し
た
カ

フ
ェ
を
開
き
、仕
事
と
芸
能
活

動
を
両
立
で
き
る
職
場
環
境

を
つ
く
る
計
画
で
す
」
と
語

る
中
村
さ
ん
の
言
葉
に
は
、

沖
縄
の
魅
力
を
継
承
す
る
若

者
を
輝
か
せ
た
い
、と
い
う
想

い
と
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
担

い
手
と
し
て
の
決
意
が
あ
ふ

れ
て
い
た
。

かずえブログ
http://kazue1.ti-da.net/

K a z u e  N a k a m u r a
フリー ナ レ ー タ ー

中 村  一 枝 さ ん
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輝
け
る
未
来
へ
の
道
を
拓
こ
う
と
頑
張
っ
て
い
る

沖
縄
の
若
者
た
ち
を
支
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

愛知県出身（両親は沖縄
出身）。RBC「気ままにロハ
ススタイル」、RBCiラジオ
「ジブンジカン」などでナ
レーターやパーソナリティー
として県内で活躍中。2014
年2月からは株式会社紅琉
の代表取締役も務める。

びんりゅう

OVS NEWS
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ー
沖
縄
か
ら
全
国
そ
し
て
世
界
へ
。見
た
モ

ノ
感
じ
た
モ
ノ
を
心
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て

　
作
品
を
通
し
て
発
信
で
き
る
よ
う
に
と
い

う
想
い
を
こ
めpokke1

0
4

と
い
う
活
動
名

を
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
込
め
る
。形
に
と
ら
わ
れ

な
い
自
分
ら
し
い
ス
タ
イ
ル
で
、広
告
媒
体
等

の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、店
舗
壁
画
、ラ
イ

ブ
ペ
イ
ン
ト
、皆
の
想
い
を
同
じ
空
間
で
発
信

す
る
「
ア
ー
ト×

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク
皆
の
想
い
を
同
じ
空

間
で
発
信
す
る
「
ア
ー
ト×

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
の
活
動
な
ど
国
内
外
で
展
開
。シ
ョ
ッ
プ

な
ど
の
活
動
な
ど
国
内
外
で
展
開
。
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の
活
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ミ
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壁
画
制
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ド
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小
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校
や
沖
縄

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
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　ピア
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辻
井
伸
行
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る

「
そ
れ
で
も
生
き
て
い
く
」M
V
で
の
ラ
イ
ブ

ペ
イ
ン
ト
や
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル「
麦
の
雫
」

C
M
に
も
沖
縄
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
て
参
加
、グ
ッ
ズ
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
も
。

皆
の
想
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を
同
じ
空
間
で
発
信
す
る
「
ア
ー
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コ
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ュ
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ー
シ
ョ
ン
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に
し
た
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ピ
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に
よ
る「
そ
れ
で
も
生
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の
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ョ
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。

●
か
ず
え
ブ
ロ
グ

　

http://kazue1.ti-da.net/

●
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

　

facebook.com/kazue.nakamura.5245

K a z u e  N a k a m u r a
声 の 仕 事 人
株 式 会 社  紅 琉  代 表

中 村  一 枝 さ ん

沖縄県出身。
フリーナレーター
声の仕事ならなんでも披
露宴司会再開しています。
ホテルや式場を通してご
連絡お待ちしています。

表紙のひと
Interview  

ダ
ミ
ー
憧
れ
る
の
は
、何
で
も
生
み
出
し
て
し
ま
う

肝
っ
玉
母
さ
ん
に
な
る
こ
と

OVS NEWS
あ
る
べ
き
姿
を
目
指
し
経
済
革
新

に
挑
戦
す
る
企
業
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
当
社
の
主
力
商
品
は
、
世
界
初
の
特
許
製

法「
ド
ラ
イ
ミ
ス
ト
製
法
」に
よ
り
生
ま
れ
る
、

の
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
む
海
塩
『
ぬ
ち
ま
ー
す
』

で
す
。
こ
の
ぬ
ち
ま
ー
す
の
中
で
も
最
も
微

当
社
の
主
力
商
品
は
、
世
界
初
の
特
許
製
法

「
ド
ラ
イ
ミ
ス
ト
製
法
」
に
よ
り
生
ま
れ
る
細

な
粒
を
集
め
た
美
容
用
マ
ッ
サ
ー
ジ
ソ
ル
ト

が
『
シ
ル
ク
ソ
ル
ト
』
で
す
。
こ
れ
に
は
タ

ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
効
果
が
あ
り
、
商
品
評
価
も

高
く
、
昨
年
は
年
間
5
0
0
0
本
を
売
り
上

げ
ま
し
た
が
、「
容
器
か
ら
出
し
づ
ら
い
、
使

い
方
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど
と
い
う
点
で
リ

ピ
ー
タ
ー
に
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
、
使
い
や
す
く
、
日
常
的
に
使
用
で

き
る
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
ス
キ
ン
ケ
ア
シ
リ
ー

ズ
の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
『
シ
ル
ク
ソ
ル
ト
』
を
高
配
合
し
た
基
礎

化
粧
品
が
『
ぬ
ち
肌
』
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
既

存
の
『
シ
ル
ク
ソ
ル
ト
』
は
ボ
ト
ル
口
で
塩

が
詰
ま
り
や
す
か
っ
た
た
め
、
穴
径
を
大
き

く
し
使
い
や
す
く
改
良
し
ま
し
た
。
ま
た
、

新
た
に『
シ
ル
ク
ソ
ル
ト
』を
配
合
し
た
石
鹼
、

リ
キ
ッ
ド
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
、
ロ
ー
シ
ョ
ン
、

マ
ス
ク
を
開
発
し
ま
し
た
。
海
塩
高
配
合
を

可
能
と
す
る
技
術
を
も
つ
製
造
元
の
開
拓
に

よ
り
、
業
界
で
は
海
塩
配
合
率
１
％
が
限
度

と
い
わ
れ
る
中
、
商
品
ア
イ
テ
ム
に
よ
り
５
％

か
ら
30
％
の
配
合
率
を
実
現
で
き
ま
し
た
。
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」
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テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク
皆
の
想
い
を
同
じ
空
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発
信
す
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ア
ー
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コ
ミ
ュ
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ケ
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シ
ョ
ン
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テ
ー
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に
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
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な
ど
の
活
動
な
ど
国
内
外
で
展
開
。シ
ョ
ッ
プ

な
ど
の
活
動
な
ど
国
内
外
で
展
開
。

　
近
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活
動
と
し
て
は
、イ
タ
リ
ア
ミ
ラ
ノ

の
壁
画
制
作
や
、ロ
ン
ド
ン
の
小
学
校
や
沖
縄

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。

ー
沖
縄
か
ら
全
国
そ
し
て
世
界
へ
。見
た
モ

ノ
感
じ
た
モ
ノ
を
心
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て

　ピア
ニ
ス
ト
辻
井
伸
行
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る

「
そ
れ
で
も
生
き
て
い
く
」M
V
で
の
ラ
イ
ブ

ペ
イ
ン
ト
や
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル「
麦
の
雫
」

C
M
に
も
沖
縄
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
て
参
加
、グ
ッ
ズ
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
も
。

皆
の
想
い
を
同
じ
空
間
で
発
信
す
る
「
ア
ー

ト×

コ
ミ
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ニ
ケ
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シ
ョ
ン
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テ
ー
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感
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入
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モ
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感
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モ
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の
ポ
ケ
ッ
ト

に
入
れ
て
作
品
を
通
し
て
発
信
で
き
る
よ
う

に
と
い
う
想
い
を
こ
めpokke1

0
4

と
い
う

活
動
名
を
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
込
め
る
。形
に
と

ら
わ
れ
な
い
自
分
ら
し
い
ス
タ
イ
ル
で
、広
告

媒
体
等
の
イ
ラ
ス
ト
レ
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シ
ョ
ン
、店
舗
壁

画
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ペ
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の
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ア
ー
ト×

コ
ミ
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ニ
ケ
ー
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ョ
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な
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内
外
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展
開
。

ー
沖
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し
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世
界
へ
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た
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じ
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モ
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の
ポ
ケ
ッ
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に
入
れ
て

　
見
た
モ
ノ
感
じ
た
モ
ノ
を
心
の
ポ
ケ
ッ
ト

に
入
れ
て
作
品
を
通
し
て
発
信
で
き
る
よ
う

に
と
い
う
想
い
を
こ
めpokke1

0
4

と
い
う

活
動
名
を
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
込
め
る
。形
に
と

ら
わ
れ
な
い
自
分
ら
し
い
ス
タ
イ
ル
で
、広
告

媒
体
等
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、店
舗
壁

画
、ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
、皆
の
想
い
を
同
じ
空

間
で
発
信
す
る
「
ア
ー
ト×

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク
。

●
か
ず
え
ブ
ロ
グ

　

http://kazue1.ti-da.net/

●
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

　

facebook.com/kazue.nakamura.5245

K a z u e  N a k a m u r a
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中 村  一 枝 さ ん

沖縄県出身。
フリーナレーター
声の仕事ならなんでも披
露宴司会再開しています。
ホテルや式場を通してご
連絡お待ちしています。

表紙のひと
Interview  

ダ
ミ
ー
憧
れ
る
の
は
、何
で
も
生
み
出
し
て
し
ま
う

肝
っ
玉
母
さ
ん
に
な
る
こ
と

OVS NEWS
あ
る
べ
き
姿
を
目
指
し
経
済
革
新

に
挑
戦
す
る
企
業
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
当
社
の
主
力
商
品
は
、
世
界
初
の
特
許
製

法「
ド
ラ
イ
ミ
ス
ト
製
法
」に
よ
り
生
ま
れ
る
、

の
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
む
海
塩
『
ぬ
ち
ま
ー
す
』

で
す
。
こ
の
ぬ
ち
ま
ー
す
の
中
で
も
最
も
微

当
社
の
主
力
商
品
は
、
世
界
初
の
特
許
製
法

「
ド
ラ
イ
ミ
ス
ト
製
法
」
に
よ
り
生
ま
れ
る
細

な
粒
を
集
め
た
美
容
用
マ
ッ
サ
ー
ジ
ソ
ル
ト

が
『
シ
ル
ク
ソ
ル
ト
』
で
す
。
こ
れ
に
は
タ

ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
効
果
が
あ
り
、
商
品
評
価
も

高
く
、
昨
年
は
年
間
5
0
0
0
本
を
売
り
上

げ
ま
し
た
が
、「
容
器
か
ら
出
し
づ
ら
い
、
使

い
方
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど
と
い
う
点
で
リ

ピ
ー
タ
ー
に
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
、
使
い
や
す
く
、
日
常
的
に
使
用
で

き
る
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
ス
キ
ン
ケ
ア
シ
リ
ー

ズ
の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
『
シ
ル
ク
ソ
ル
ト
』
を
高
配
合
し
た
基
礎

化
粧
品
が
『
ぬ
ち
肌
』
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
既

存
の
『
シ
ル
ク
ソ
ル
ト
』
は
ボ
ト
ル
口
で
塩

が
詰
ま
り
や
す
か
っ
た
た
め
、
穴
径
を
大
き

く
し
使
い
や
す
く
改
良
し
ま
し
た
。
ま
た
、

新
た
に『
シ
ル
ク
ソ
ル
ト
』を
配
合
し
た
石
鹼
、

リ
キ
ッ
ド
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
、
ロ
ー
シ
ョ
ン
、

マ
ス
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を
開
発
し
ま
し
た
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海
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高
配
合
を

可
能
と
す
る
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を
も
つ
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造
元
の
開
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に
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り
、
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で
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配
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率
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い
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中
、
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の
配
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し
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、
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、
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開
発
し
ま
し
た
。
海
塩
高
配
合
を

可
能
と
す
る
技
術
を
も
つ
製
造
元
の
開
拓
に

よ
り
、
業
界
で
は
海
塩
配
合
率
１
％
が
限
度

と
い
わ
れ
る
中
、
商
品
ア
イ
テ
ム
に
よ
り
５
％

か
ら
30
％
の
配
合
率
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

当
社
の
主
力
商
品
は
、世
界
初
の
特
許
製
法「
ド

ラ
イ
ミ
ス
ト
製
法
」に
よ
り
生
ま
れ
る
、の
ミ
ネ

ラ
ル
を
含
む
海
塩
を
贅
沢
に
使
用
し
て
い
ま
す

問
合
せ
／
0
9
8
ー
9
9
9
ー
0
1
2
3

あるべき姿を目指し経済革新に挑戦する企業応援プロ
ジェクトがスタートします

経済革新に挑戦する企業応援プロ
ジェクトがスタートします

平
成
26
年
6
月
2
日
、全
国
一
斉
に「
よ

ろ
ず
支
援
拠
点
」が
開
所
し
ま
し
た
。「
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
」は
中
小
企
業
庁
に
よ
り
各
都

道
府
県
に
1
カ
所
ず
つ
設
置
さ
れ
、①
総
合

的
・
先
進
的
ア
ド
バ
イ
ス
、②
チ
ー
ム
の
編

成
を
通
じ
た
支
援
、③
地
域
の
支
援
機
関
と

連
携
し
て
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
、と

い
う
3
つ
の
支
援
を
通
じ
て
、中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
売
上
向
上
、生
産
性
向
上
、資

金
繰
り
改
善
、創
業
、事
業
再
生
、事
業
引
継

ぎ
等
の
各
種
経
営
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
サ
ー
ビ
ス
内
容

総
合
的
・
先
進
的
ア
ド
バ
イ
ス

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
課
題
を
分
析

し
、一
定
の
解
決
策
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

（
具
体
例
）

● 

売
上
拡
大
に
係
る
支
援

（
企
業
の
強
み
を
分
析
し
、
新
た
な
顧
客
獲

得
等
に
つ
な
げ
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
首
都
圏
・

海
外
等
へ
の
進
出
支
援
等
）

● 

再
生
・
経
営
改
善
案
件
へ
の
丁
寧
な
対
応

● 

現
場
改
善
（
生
産
性
向
上
）
に
係
る
ア
ド 

バ
イ
ス

　
等

チ
ー
ム
の
編
成
を
通
じ
た
支
援

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
課
題
に
応

じ
、複
数
の
支
援
機
関
、公
的
機
関
、企
業
Ｏ
Ｂ

等
の「
支
援
専
門
家
」と
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
、

相
談
に
対
応
し
ま
す
。

（
具
体
例
） 

● 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
抱
え
る
複
数

の
経
営
課
題
（
会
計
書
類
の
未
整
備
、
売
上

低
迷
、
資
金
繰
り
悪
化
等
）
に
対
し
、
適
切

な
支
援
が
で
き
る
支
援
機
関
、
支
援
専
門
家

に
よ
る
支
援
チ
ー
ム
を
編
成

● 

課
題
解
決
に
具
体
的
な
リ
ソ
ー
ス
を
提
供
す

る
大
企
業
、
大
学
、
病
院
等
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

ベ
ー
ス
で
の
連
携
を
支
援

　
等

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

地
域
の
支
援
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
て
、経
営
課
題
に
応
じ
て
的
確
な
支
援
機

関
等
を
紹
介
し
ま
す
。

産
業
振
興
公
社
で
は
、よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の

事
業
開
始
に
先
が
け
、「
経
営
革
新
等
支
援
機

関
」と
し
て
認
定
を
受
け
ま
し
た
。経
営
革
新

等
支
援
機
関
と
は
、平
成
24
年
に
施
行
さ
れ
た

「
中
小
企
業
経
営
力
強
化
支
援
法
」に
基
づ
き
、

専
門
性
の
高
い
企
業
支
援
を
行
う
機
関
を
認

定
す
る
制
度
で
す
。産
業
振
興
公
社
が「
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
」と「
経
営
革
新
等
支
援
機
関
」双

方
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
よ
り
、よ
り
き
め
細

や
か
な
、よ
り
親
身
な
相
談
対
応
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
ず
は
お
気
軽
に
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
た
め
の
経
営
相
談
所

「
沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」が
産
業
振
興
公
社
内
に
開
所

タブロイド判
沖縄ベンチャースタジオ40号
2014年7月18日発行
発行 ： （公財）沖縄県産業振興公社
☎ 098-859-6237
http://ovs.jp

編集 ： 光文堂コミュニケーションズ（株）
広告 ： （株）アドスタッフ博報堂
☎ 098-862-4459
B k-kakazu@adsta.co.jp

本紙についてのご意見・ご感想は

ovs@okinawa-ric.or.jpまで
「情報紙について」の件名を入れて送信して下さい。

1 まずは、
「よろず支援拠点」あて
お電話ください
☎ 098-859-6237

2 相談内容を
ヒアリング後、来所いただ
き、解決策を提案します

（総合的・先進的アドバイス）

3 相談内容に応じて
専門家チームを編成し
対応します

（チーム編成を通じた支援）

4 相談内容に応じて
適切な機関にお繋ぎし
ます

（ワンストップサービス）

 問い合わせ：経営支援課 沖縄県よろず支援拠点担当：上地・大山・新垣
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